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令和２年度主要施策に関する要望  

 

 平素より、内陸部地域の振興、発展に特段のご配慮を賜り、厚く

お礼申し上げます。 
 

我々、４市４町が結集する広島県内陸部振興対策協議会は、昭和

42年の設立以来、半世紀以上にわたり、当該地域の繁栄と発展を促

進するため、調査・研究・提案など、積極的な活動を展開し、徐々

にではありますが着実な成果を挙げてまいりました。 

 

しかしながら、引き続く人口減少や著しい少子高齢化、農林水産

業をはじめとする地域産業の衰退、生活・産業基盤における都市部

との整備格差など、依然として多くの課題を抱えております。 

 加えて、昨年７月に襲った西日本豪雨は、内陸部地域にも甚大な

被害をもたらし、地域住民の安全安心な暮らしは脅かされ、農林水

産業、商工業、観光等の産業面にも、深刻な影響を及ぼしています。 

 

県におかれましては、「広島県中山間地域振興計画」に基づく取

り組みを着実に進められるとともに、「平成30年７月豪雨災害から

の復旧・復興プラン」に基づく、創造的復興による新たな広島県づ

くりを進められており、引き続き、課題解決へのより一層の支援と、

災害に強い内陸市町の実現に向け、さらなる連携と支援拡充に期

待を寄せるところでございます。 

 

つきましては、別項のとおり提案をいたしますので、一層のご理

解をいただきますとともに、令和２年度施策及び予算編成におい

て、格別のご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、本要望事項は、いずれも提案市町のみならず本協議会の総

意として要望するものであり、その趣旨をご理解いただきますよ

う、お願い申し上げます。 

 

   令和元年10月 

                            広島県内陸部振興対策協議会 

                            会長   小 林 秀 矩 



 

 

 

目 次 

 

 

重点要望項目一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

 

市町最優先提案資料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

 

総務局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

    １ 中山間地域活性化事業の推進及び支援策の充実強化 

２ AI・IoT を活用した地域産業振興施策の推進及び支援の実施 

 

 

 地域政策局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  11 

１ 地域医療体制の維持・確保 

    ２ 旧 JR 三江線沿線の交通ネットワーク維持にかかる総合施策及び福塩線・

芸備線の維持充実を含めた生活交通確保事業の推進及び支援策の充実強化 

    ３ 中山間地域活性化事業の推進及び支援策の充実強化 

４ 合併建設計画における県事業の推進及び市町事業支援策の充実強化 

 

 

 環境県民局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

１ 観光振興の推進及び支援策の充実 

   

 

 健康福祉局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

１ 地域医療体制の維持・確保 

２ 介護保険制度を始めとした安定的な社会保障制度の運営支援 

３ 総合的、計画的な少子化対策の推進及び支援策の充実強化 

４ その他の要望 

 

 

 商工労働局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

１ 観光振興の推進及び支援策の充実 

  



 

 

 

 農林水産局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 

１ 自然災害復旧にかかる強靭化の推進及び災害に強い地域づくり・防災体制 

の充実強化 

２ ひろしま未来チャレンジプラン農林水産業アクションプログラムにおける 

県事業の確実な推進及び支援策の充実 

    ３ 未来・将来に向けた林業振興の推進及び支援策の充実 

    ４ 兼業農家・小規模農家に対する支援策の充実 

   ５ その他の要望 

 

 

 土木建築局 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

    １ 旧 JR 三江線沿線の交通ネットワーク維持にかかる総合施策及び福塩線・芸

備線の維持充実を含めた生活交通確保事業の推進及び支援策の充実強化 

２ 自然災害復旧にかかる強靭化の推進及び災害に強い地域づくり・防災体制 

の充実強化 

    ３ 合併建設計画における県事業の推進及び市町事業支援策の充実強化 

４ 地域高規格道路及び主要国県道の整備並びに一般県道の改良率の向上 

５ 中国自動車道の効果的な活用による地域振興 

   ６ その他の要望 

 

 

 教育委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 

１ 教育施策の推進と教育関係者の確保対策の充実 

   

 

 警察本部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 

１ 地域の安全･安心を支える防犯体制の充実及び施設整備の推進 

  

 

 

 

 （別紙一覧表） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32 

    国道・県道・河川等要望箇所一覧 



 

1 

 

 

広島県に対する重点要望 項目一覧 

 

【市町最優先提案事業】 

市町名 路線・河川名 

府 中 市 主要地方道府中松永線 
一級河川「芦田川」及び一般国道

486 号  

三 次 市 一般国道 183 号 一般国道 375 号 

庄 原 市 一級河川「成羽川」 一級河川「西城川」 

安芸高田市 
地域高規格道路「東広島高田

道路」 
急傾斜地「貴船地区」 

安芸太田町 一般国道 191 号 一般県道弁財天加計線 

北 広 島 町 主要地方道千代田八千代線 広域営農団地農道「芸北第３期」 

世 羅 町 一般国道 432 号 主要地方道甲山甲奴上市線 

神石高原町 一般国道 182 号 主要地方道吉舎油木線 

 

 
【重点要望】 
 
Ⅰ. 安心な暮らしの実現に向けて 

１ 地域医療体制の維持・確保 

２ 介護保険制度を始めとした安定的な社会保障制度の運営支援 

３ 総合的、計画的な少子化対策の推進及び支援策の充実強化 

４ 教育施策の推進と教育関係者の確保対策の充実 

５ 地域の安全･安心を支える防犯体制の充実及び施設整備の推進 

６ 旧 JR 三江線沿線の交通ネットワーク維持にかかる総合施策及び福塩線・

芸備線の維持充実を含めた生活交通確保事業の推進及び支援策の充実強化 

７ 自然災害の復旧にかかる強靭化の推進及び災害に強い地域づくり・防災体

制の充実強化 

 

Ⅱ. 地域産業の振興に向けて 

１ 観光振興の推進及び支援策の充実 

２ ひろしま未来チャレンジビジョン農林水産業アクションプログラムにおけ

る県事業の確実な推進及び支援策の充実 

３ 未来・将来に向けた林業振興の推進及び支援策の充実 

４ 兼業農家・小規模農家に対する支援策の充実  

５ AI・IoT を活用した地域産業振興施策の推進及び支援の実施 

６ 中国自動車道の効果的な活用による地域振興 

 

Ⅲ. 生活基盤の充実に向けて 

１ 中山間地域活性化事業の推進及び支援策の充実強化 

２ 合併建設計画における県事業の推進及び市町事業支援策の充実強化 

３ 地域高規格道路及び主要国県道の整備並びに一般県道の改良率の向上 
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市町最優先提案資料 

 

【府中市】           

 

要望箇所 府中市南北道路（主要地方道府中松永線）府中市栗柄町～広谷町 

   

 

要望箇所 一級河川「芦田川」及び一般国道 486 号 

 

 

 

 

【ストック効果】 

・市中心部及び北部工業団地から山陽自動

車道 福山西 IC 間、国道２号、松永港

への交通快適性が大幅に向上する。 

・流通の円滑化により産業の活性化が図ら

れ、市内から市外へ転出される方の歯止

めとなる。 

・扇橋の架け替えにより現在の複雑な交差

点が解消され、円滑な交通処理が可能と

なり、交通事故発生件数の減少が期待さ

れる。 

【概要】 

本路線は、市中心部及び北部工

業団地から山陽自動車道、国道２

号、松永港などへ最短でアクセス

する重要な幹線路線である。 

本路線の道路改良により、流通

の円滑化が図られるとともに車

道と歩道の分離による小学生の

通学や自転車通行の安全性の向

上が期待される。 

【地元の声】 

運送コストの軽減や通勤時

間短縮など、地域経済発展のた

めに南北道の早期完成をお願

いします。 

（府中商工会議所要望書より） 

府中市南北道路「扇橋」の現況 

至 工業団地 

至 福山市（松永） 
山陽自動車道福山西 IC 
国道２号 
松永港 

【ストック効果】 

・浸水被害が軽減されることにより、地域の安全・

安心が確保される。 

・国道 486 号の河川改修区間の無歩道が解消され、

安心して歩行者、自転車の通行が可能となる。 

・前原橋は、架設から今年で 53 年が経過し老朽化

している。幅員が拡がれば、交通の安全性が向

上する。 

 

【概要】 

 本河川は、平成 10 年及び平成 30 年７月豪雨

で氾濫し、国道の冠水や家屋の浸水被害が発生

した。 

河積の確保など治水安全度の向上を早期に

図る必要がある。芦田川水系河川整備計画に基

づく事業の早期完成をお願いするものである。 

 また、この区間の国道 486 号は無歩道区間で

あり、非常に危険な区域である。河川改修に伴

い、国道の改良工事の早期完成を要望する。 【地元の声】 

 浸水被害の軽減、国道 486 号の歩道整備、前原

橋の幅員拡幅により安心してこの地域で暮らせる

ことができるよう、早期の完成をお願いします。 

平成 30 年 7 月豪雨「芦田川」前原橋付近被災状況 

国道 486 

芦田川 

前原橋 

 ↓ 

国道 486 号 

（うち無歩道区間） 

前原橋 

溢水する濁流 

国道 486 号 
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市町最優先提案資料 

 

【三次市】           

 

要望箇所 一般国道 183 号  三次市十日市中（三次拡幅） 

   

 

要望箇所 一般国道 375 号 三次市日下町～作木町香淀(引宇根工区)、十日市南 

  

 

【ストック効果】 

 三次市中心部における，朝夕の通勤時間帯に発

生する渋滞を解消し，国道 54 号及び中国縦貫自

動車道三次ＩＣへのアクセス性の向上を図る。 

 また，併せて歩行空間等の整備を行うことで，

安全・安心で快適な歩道の空間を創造する。 

【概要】 

 本路線は，三次市の中心市街地を通過する主

要幹線道路であり，円滑な交通処理機能と快適

な道路空間の確保とともに，良好な市街地形成

に寄与することが求められる。 

 三次市の中心市街地の形成のため，Ⅰ期区間

400ｍ，Ⅱ期区間 300ｍの道路改良事業につい

て，早期完成をお願いする。 

Ⅰ期区間 三次駅前周辺 

Ⅰ期区間 

Ⅱ期区間 

Ⅱ期区間  

三次警察署入口交差点付近 

【地元の声】 

 子どもたちの通る通学

路であり，安全性確保の

ためにも，歩道の整備が

必要と考えます。 

   （地域住民保護者） 

①日下町～作木町香淀 

【概要】 

 本路線の未改良区間は，

線形不良で見通しが悪く，

通行に困難を来している。

日下～香淀における未改

良区間の早期全線改良を

お願いする。 

【トピックス】 
 ＪＲ三江線が
廃止となった今，
代替交通として
のバス運行に際
しては，未改良区
間の早急な整備
が必要である。 

①作木町唐香 

②十日市南 

【概要】 

 市内外の来訪者が頻繁に往来し，

交通量の非常に多い区間であるた

め，三次ＩＣから三次市街地間（十

日市南）の早期歩道整備をお願いす

る。 

【ストック効果】 

中国横断自動車道三次ＩＣ

から三次市街地を結ぶアクセ

ス路線における，歩行者の安全

性が確保され，交通事故の危険

度が軽減される。 

【ストック効果】 

・第一次緊急輸送道路ネットワークが強化され，地

震発生直後の救急活動・物資輸送が迅速かつ確実に

なる。 

・作木地区から地域医療支援病院である三次市立三

次中央病院への救急搬送時間が大幅に短縮される。 

・狭くカーブが多い区間が解消され，三次市中心部

への通行が快適になる。 

作木町引宇根地区 十日市南 
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市町最優先提案資料 

 

【庄原市】           

 

要望箇所   一級河川「成羽川」  庄原市東城町  

  

 

要望箇所   一級河川「西城川」  庄原市西城町外  

  

 

 

 

庄原市東城町 浜栄町地区 

 

【概要】 

本河川は、庄原市東城町を縦断する河川であるが、

平成 30 年 7 月の豪雨による氾濫で床上・床下浸水が

多数発生している。特に、備中町・浜栄町・桜町地区

は甚大な被害が発生しており、今後も、同様の豪雨に

よる被害が懸念されるため、一刻も早く全川改修され

るよう要望する。また、河川改修に併せて大橋につい

ても、治水上安全な架け替えを要望する。 

【ストック効果】 

・浸水被害が軽減されることにより、地域

の安全・安心が確保される。 

・増水時の橋梁の通行が確保されることに

より、避難・防災活動の円滑が図られる。 

・地域の安全が確保されることにより、人

口流出の抑制及び新規定住者の増加が

期待される。 

【地元の声】 

・平成 30 年 7月の豪雨により成

羽川が氾濫し、多くの家屋が床

上浸水になる等、甚大な被害が

発生しました。今後も、大雨に

よる災害が発生する危険にさ

らされています。 

 

（平成 30 年 7月 31 日 

東城桜町上自治会要望書より） 

庄原市東城町 桜町地区 

 

庄原市西城町平子 

【概要】 

庄原市西城地域から庄原地域を縦断する河

川である西城川は、平成 30 年 7 月の豪雨によ

り氾濫し、多くの被害が発生している。特に高

地域では冠水により、住家の床上・床下浸水や

道路・農地の災害等、甚大な被害が発生してお

り、早期の全川改修を要望する。 

【地元の声】 

・高町高取地区から川西町明賀地区に至る西城川

において、越水等が多数発生し、水田等の農地

の表土流失や土砂の流入等の被害が生じていま

す。 

 

（平成30年7月16日 高自治振興区要望書より） 

 

庄原市川西町 庄原市高町 



5 
 

市町最優先提案資料 

 

【安芸高田市】           

 

要望箇所 地域高規格道路「東広島高田道路」   安芸高田市向原町～吉田町 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要望箇所   急傾斜地「貴船地区」   安芸高田市吉田町吉田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸高田市吉田町吉田地区 

【概要】 

当該地区には高校・小学校などの教育

施設や、保育所・幼稚園などが点在する

が、土砂災害警戒区域・特別警戒区域に

指定されているため、生徒・児童の保護

者及び住民から早期の対策が望まれて

いる。 

【ストック効果】 

・急傾斜地の崩壊から人命や公共施設、人家等への被

害を防ぐ効果が期待できる。 

・地域の安全が確保されることにより、人口流出の抑

制及び新規定住者の増加が期待される。 

・安心して勉学に専念できる。 

【地元の声】 

・過去には高校裏の斜面が崩れたこと

もあり、小学校に子供を預ける親と

して不安に思う。一日でも早く安心

して通学できる学校になってほしい

と思います。 

（吉田町吉田地区住民より） 

 

安芸高田市吉田町吉田地区 

 

【概要】 

 東広島高田道路のうち向原～吉田間は

現道の平面・縦断線形が悪く交通の隘路と

なっている。地域の発展・活性化を図るに

は当該区間の整備は不可欠であり、交通の

難所の解消が地域間の連携、更には広域的

な交流促進を進めることになる。 

 平成 17年の事業化から 10年以上が経過

し、地域の期待も一層高まっていることか

ら、早期の完成を要望する。 

【ストック効果】 
・地域間連携向上によるまちづくり支援 
・県中央域へのアクセス強化 
・道路線形、縦断勾配の不良区間解消 
・冬季における交通安全性の確保 

【地元の声】 

・最近では工事が目に見える形で進んできました。 

 地域にとっても完成を心待ちにしている道路であり、完

成後の更なる地域の発展を期待しています。 

（吉田町常友地区住民より） 
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市町最優先提案資料 

 

【安芸太田町】           

         

要望箇所 一般国道 191 号  安芸太田町 松原 

   

 

要望箇所 一般県道弁財天加計線  安芸太田町 土居 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和元年度事業費 ５百万円 測量調査 

【ストック効果】 

・芸北、益田市方面からの中国縦貫自動車道戸河内 IC 間の交

通快適性が大幅に向上 

・中国縦貫自動車道戸河内 IC からの年間を通じて観光施設（ス

キー場、三段峡、深入山）へのアクセス向上 

・高速バス等の公共交通機関の定時制の確保 

・交通利便性向上により市内経済活性化に大きく寄与 

・緊急車両出動時間の短縮 

【概要】 

本路線は島根県益田市から広島

市に至る陰陽を結ぶ広域経済活動

や四季を通じた観光道路、さらには

地域住民の生活基盤として重要な

広域基幹道路である。豪雪地帯に指

定されているこの箇所では最急道

路勾配 10％を超える状況のため冬

季において交通渋滞を招き交通事

故も多発しており積雪時には峠を

越えられず引き返した車両もいる。

このようなことから道路状態が非

常に悪く通行車両及び地域住民の

不安を招いている。 

 本区間の改良により一年を通じ

て通行車両の安全を確保し通行者

や地域住民の不安を解消すること

となる。 

【地元の声】 

・積雪対応の舗装や融雪装置を設置して頂いておりますが急勾

配の区間が長く解消には至っておりません。一年を通じて不

安は解消できず、当地区において最重要課題であるため早期

の改良を望みます。 

（平成 25 年１月松原自治会要望書より） 

令和元年度事業費 90 百万円 

工事実施、用地買収予定 

【ストック効果】 

・事前交通規制の緩和による孤立化の解消 

・寺領地区から国道 191 号へ避難、防災活動の経路確保 

・災害発生時、交通事故等による交通障害の低減 

・年間を通じて円滑な交通の確保 

・戸河内 IC 等へのアクセス向上による地域生産物の流通

の効率化 

・路線バスの定時性等の安定した通行の確保 

【概要】 

 当路線の起終点側の、線形は不良、幅

員は極めて狭小であり離合困難区間が

多く残されている。地形は山側谷側共に

急勾配な法面であり落石、法面崩壊、路

肩崩壊が度々発生している。異常気象時

には通行規制が発せられ、路線内の集落

（寺領地区）は孤立してしまう。 

 本区間の拡幅改良を実施することに

より異常気象時の通行規制は緩和され

通行車両はもとより、通学路としても指

定しているため通学の安全確保にも寄

与することとなる。 

安芸太田町 松原地区 

安芸太田町 土居地区 
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市町最優先提案資料 

 

【北広島町】           

  

要望箇所 主要地方道千代田八千代線  北広島町畑 

  

 

要望箇所 広域営農団地農道 芸北第３期 北広島町西宗～今田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畑地区 

【概要】 

主要地方道千代田八千代線については、平成

26年 2月に国道 54号可部バイパス三入～大林

間が開通した影響等により、町内工業団地等へ

の通勤の利便性から交通量が増加傾向にある。 

しかし、町市境の北広島町側が未改良で狭隘

かつ線形不良区間が残っており、大型車との離

合困難など支障を生じている。 

よって、早期整備を要望する。 

令和元年度事業費 10 百万円 
切土工から一部実施予定 
【ストック効果】 

・国道 54 号と町中心部のアクセス改善、道路ネッ

トワークの強化、交通処理の円滑化 

・大型車と普通車の離合困難カ所の解消 

・路線バスの安定した運営 

・交通の安全性が大幅に向上 

・積雪時における安定した交通確保 

【地元の声】 

・道路が狭いうえに、カーブがきつ

く普通車同士でも離合が難しく、

危険を感じています。近年交通量

も増え、これまで以上に危険性は

増すと思います。早期の解消を望

みます。 

 

（北広島町南方Ｓさん 聞き取り） 

【地元の声】 

・国道経由でも、県道経由でも遠回りして

いるなと感じているので、この道路が出

来れば千代田まで時間短縮になり、すご

く便利になると期待しています。 

芸北の人も喜んで通られると思います。

一日も早い開通を望んでいます。 

 

（北広島町西宗Ｈさん 聞き取り） 

【概要】 
本路線は北広島町細見から溝口、都志見、

西宗、今田へと北広島町を東西に横断連絡す
る広域農道であり、本路線の整備は、農産物
の団地形成や地産地消を進める効率的な流通
に資するとともに、地域住民の利便性の向上
や経済及び文化の発展に大きく寄与する、本
町にとっては非常に重要な路線となる。 
このため、西宗・今田間のトンネル工の整

備促進を図り早期供用開始を要望する。 

令和元年度事業費 300 百万円 
道路工事を実施予定 
【ストック効果】 

・農産物等のより効率的な流通 

・広島広域都市圏における野菜生産基地としての機

能向上 

・豊平中心地域と千代田中心地域の移動時間の短縮 

・新たな公共交通の開発 

・医療、教育、経済、文化の発展・振興 

北
広
島
町
役
場 
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市町最優先提案資料 

 

【世羅町】           

 

要望箇所 一般国道 432 号 賀茂バイパス  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要望箇所   主要地方道甲山甲奴上市線 世羅町赤屋 

  

 

賀茂地区国道４３２号現況 

【概要】 

本路線は、竹原市・三原市大和町方面や

広島空港と世羅町市街地を結ぶ重要路線

である。 

しかしながら、この区間は家が両脇に立

ち並び、幅員が狭隘で急なカーブも数か所

あるため車の交通や歩行者の安全性に支

障をきたしている。 

令和元年度事業費 20 百万円 

用地買収を実施予定 

【ストック効果】 

・旧道の交通量の減少により車や歩行者の安全性が大

幅に向上 

・緊急車両到着時間の短縮 

・新たに生まれるバイパス道路脇の土地の活用による

経済効果が期待される 

・広島空港との流通の円滑化による市内経済の活性化

に寄与 

【概要】 

本路線は、中国自動車道庄原 IC や中

国横断自動車道尾道松江線甲奴 IC、世羅

IC に連絡し、庄原市総領町と世羅町を結

び生活に密着した重要な幹線道路であ

る。 

しかしながら、本区間は未改良で、車

同士の離合ができない区間が多く、通行

に支障をきたしている。 

令和元年度事業費 10 百万円 

測量・設計を実施予定 

【ストック効果】 

・交通の円滑化により、住環境の向上が図られ、地域

活性化につながる。 

・車・歩行者の安全性が向上する。 

・緊急車両の通行時間が短縮し、住民の安心・安全が

確保される。 

世羅町赤屋地区 
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市町最優先提案資料 

 

【神石高原町】  

          

要望箇所 一般国道 182 号 神石高原町油木、井関  

 

 

 

要望箇所 主要地方道吉舎油木線 神石高原町長者原（トンネル） 

 

 

【概要】 
本路線は山陽自動車道と中国縦貫自動車

道を結び高速交通体系のネットワーク構成
に大きく貢献する重要な路線で、集客・物流
機能を併せ持ち、産業・観光面等に多様な効
果をもたらし整備・充実は必要不可欠であ
る。 
本路線の改良要望区間は、幅員が狭隘かつ

急カーブであり、大型車の通行に支障を生じ
ている。 
本区間の改良により、流通の円滑化が図ら

れるとともに安全性の向上が期待される。 

令和元年度事業費  
31 百万円(油木～安田工区) 
 ５百万円(井関工区) 

設計 

【ストック効果】 
・大型車両の交通快適性が大幅に向上 
・通学時の安心・安全が確保される。 
・高速交通体系の機能強化の確保ができ
る。 

・安全で円滑な自動車交通が望め、地域に
住む人々の生き生きした生活が確保さ
れる。 

 

【地元の声】 
・大型車両の通行が多く、歩道が
未整備で通学時に危険なため
早期に改良を望みます。 

（PTA 要望書） 

神石高原町油木地区 

 

【概要】 
本路線の改良要望区間は、合併前の旧油

木町と旧三和町を結ぶ合併周回道路であ
り、広域的行政及び地域住民の生産・流通・
消費・生活のあらゆる分野で、重要な役割
を担う主要な幹線道路である。 
本区間の改良により、安全性と地域活性

化の向上により地域振興が図られる。 

令和元年度事業費 ５百万円 
測量・設計を実施予定 

【ストック効果】 
・トンネル改良により、車両の通行制限が解除

され流通経路の拡大が期待できる。 
・地域の安心・安全が確保される。 
・地域活性化の向上により地域振興が図られ
る。 

【地元の声】 
・朝夕の通勤の自動車、
大型トラック等の交通
車両が急増し、道路の幅
員が狭いため、大型車と
普通車の離合ができな
いため非常に危険です。 

（町内の通勤者より） 

  
神石高原町長者原地区 

 

起点側 

 

終点側 

 



令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

1 01
総務局

1　中山間地域
活性化事業の
推進及び支援
策の充実強化

(1)　光通信網
整備・維持に
向けた財政支
援

■光通信網整備・維持に向けた財政支援
　情報通信技術が急速に発展する中、住民生活、企業活動にお
いて光通信網によるインターネット環境は不可欠となってお
り、また、CATV、IP告知システム等の情報告知システムは、地
域情報を配信し地方創生の推進、地域活性化に大きく資すると
ともに緊急情報も配信している。
　しかしながら、整備地域においては整備から相当の期間が経
過した設備更新費用、FTTH化のための費用負担が課題となって
いる。
　本年度、国において「高度無線環境整備推進事業」を創設い
ただいたところであるが、民間事業者等が整備する場合、負担
割合が大きいことから、より民間事業者が参入しやすくなるよ
う、補助率の拡充について国への働きかけをお願いしたい。

06
北広島町

2 01
総務局
【新規】

２　AI・IoTを
活用した地域
産業振興施策
の推進及び支
援の実施

(1)　AI等未来
技術を活用し
た地域振興に
対する支援
【新規】

■AI等未来技術を活用した地域振興に対する支援
　AI等未来技術を活用した医療、教育、交通の確保について
は、環境が厳しい中山間地域においてこそ求められるものであ
ることから、この技術を活用した市町の取り組みに対し、積極
的な支援をお願いするとともに、国に対して働きかけをお願い
したい。

協議会提
案
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

3 04
地域政策
局
【新規】

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)医療体制の
充実に伴う財
政支援
【新規】

■医療体制の充実に伴う財政支援
　「公立病院に係る財政措置の取扱いについて」の一部改正に
ついて（総財準第59号平成28年4月1日）」により、公立病院等
に対する特別交付税措置のうち、特殊医療（結核、精神及び感
染症）に係る措置については、都道府県から法令上の指定等を
受けて当該特殊医療の提供を行う市町村立等病院（指定病院）
以外は、措置の対象外となった。
　安芸太田町における精神科医療については、県からの指定を
受けていないが、中山間地域における公立病院が担う政策医療
に精神科医療は不可欠であり、制度的支援の拡充を要望する。
　中山間地域における特殊医療（精神）の継続は、特別交付税
が措置されないと経営維持が困難となる。

05
安芸太田
町

4 02
地域政策
局

２　旧JR三江
線沿線の交通
ネットワーク
維持にかかる
総合施策及び
福塩線・芸備
線の維持充実
を含めた生活
交通確保事業
の推進及び支
援策の充実強
化

(1)-1　生活交
通確保事業の
推進及び支援
策の充実強化

■デマンド交通運行にかかる支援の充実
　中山間地域において、住民は交通手段として自家用車に頼ら
ざるを得ず、公共交通機関の利用者の大半は自動車等の運転手
段を持たない学生や高齢者である。特に高齢者については、近
隣に買物や通院できる場所が確保できないため、中心市街地ま
で公共交通機関で移動する必要がある。自主運行路線バスやデ
マンド型タクシーの活用により、周辺地域住民の交通手段の維
持に努めているが、財政負担は年々増加傾向にある。
　県においては、定期運行路線・不定期運行路線ともに支援い
ただいているが、現在の支援を維持するとともに、中山間部の
地域性を加味し更なる支援策の充実及び車両更新や予約運行シ
ステム更新などに要する設備投資に対する支援について補助の
拡充を要望する。

07
世羅町

5 02
地域政策
局
【新規】

２　旧JR三江
線沿線の交通
ネットワーク
維持にかかる
総合施策及び
福塩線・芸備
線の維持充実
を含めた生活
交通確保事業
の推進及び支
援策の充実強
化

(1)-2　生活交
通確保事業の
推進及び支援
策の充実強化
【新規】

■生活交通確保事業の推進及び支援策の充実強化
　市域全体に集落が点在している中山間地域では、過疎と高齢
化が進み、より高齢者に配慮した福祉的な視点での公共交通が
求められている。
　現在は、定時定路の路線バスとデマンド交通を組み合わせた
「新公共交通システム」を整備し運行している。運行は市内の
バス・タクシー事業者に業務委託しているが、いずれの事業者
も経営基盤はぜい弱である。運行経費が運賃収入を下回る、い
わゆる赤字路線であり、路線維持のためやむなく業務委託料が
多額となっている。
　この現状のなか、住民の最低限のインフラとなっている地域
交通の維持存続に向けて、市町の実情に応じた運行経費補助額
の引き上げ、また車両更新など設備投資に対する支援の拡充を
要望する。
　また、鉄道は広域移動を支える根幹的な交通手段であるが、
沿線人口の減少等に起因して鉄道利用者が伸びない状況であ
る。利用促進のため、通勤通学利用者の優遇制度や観光客が利
用しやすい補助制度などへの取り組みへの支援を要望する。

04
安芸高田
市
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

6 02
地域政策
局

２　旧JR三江
線沿線の交通
ネットワーク
維持にかかる
総合施策及び
福塩線・芸備
線の維持充実
を含めた生活
交通確保事業
の推進及び支
援策の充実強
化

(1)-3　生活交
通確保事業の
推進及び支援
策の充実強化

■生活交通確保事業の推進及び支援策の充実強化
　地域間幹線系統バスの「生産性向上の取組」に係る計画策定
が進められているが、生産性向上の具体策として補助対象の見
直し（路線再編や運行形態の見直し）が進められた場合、中山
間地域の不採算路線については、廃線等の取扱いとなる可能性
があるものと懸念している。
　安芸太田町では、地域間幹線系統バスを軸として、デマンド
型タクシーや、町内バスをこれに接続する交通形態としてお
り、地域間幹線系統バスが、高齢者等住民の移動手段の中軸と
なっている。
　今後、地域間幹線系統バスの廃線・減便・短縮・フィーダー
化等が予想され、一方でそれを補完するための町内バスの延伸
や増便、さらに、デマンド型タクシーの拡充等、新たな総合的
な交通体系の構築に向けた検討を進める必要がある。
　現在、県のバス関係支援事業においては、生活交通確保維持
事業の中に、「乗合バス事業者路線再編調査」が新設され、再
編を目指す上での大きな支援となるものである。しかしなが
ら、事業採択にあたって「次年度に運行が確約できる事業」と
いう制約があり、次年度の運行が確約できない「社会実験レベ
ル」の事業は対象となっていない。総合的な交通体系の構築に
向けた検討を進めるにあたっては、多岐にわたるシミュレー
ションが必要であり、また、新たな手法を選択するためには、
データの蓄積も必要である。このため、新たな交通体系の構築
（路線再編等）を目的とする「社会実験」に対応した支援制度
等の検討を要望する。

05
安芸太田
町

7 02
地域政策
局

２　旧JR三江
線沿線の交通
ネットワーク
維持にかかる
総合施策及び
福塩線・芸備
線の維持充実
を含めた生活
交通確保事業
の推進及び支
援策の充実強
化

(2)　JR芸備
線・JR木次
線・JR福塩線
の維持充実

■JR芸備線・JR木次線・JR福塩線の維持充実
　JR芸備線・JR木次線及びJR福塩線は、古くから山陰・山陽、
そして国内を結ぶ主要な公共交通機関として、通学・通勤・観
光に至るまで幅広く利用されている。
　近年、人口減少・道路網の整備などにより、広島県北部での
利用者が減少し、運行本数も限られているが、JR芸備線・JR福
塩線は、広島県内陸部においても通学・通勤など生活には欠か
せないものとして地域に根付いており、今後も維持確保が必要
不可欠である。また、JR木次線は、中国地方の都市を結ぶ動
脈、あるいは観光資源を活かす交通手段として認知されてい
る。
　当該３路線は今後も維持・充実が求められることから、引き
続き、県が鉄道事業者と沿線自治体とのパイプ役となっていた
だき、維持確保策のための連携・調整をお願いしたい。

01
府中市
02
三次市

8 02
地域政策
局

２　旧JR三江
線沿線の交通
ネットワーク
維持にかかる
総合施策及び
福塩線・芸備
線の維持充実
を含めた生活
交通確保事業
の推進及び支
援策の充実強
化

(3)　旧JR三江
線代替交通の
生活交通ネッ
トワークの実
現

■旧JR三江線代替交通の生活交通ネットワークの実現
　三江線代替交通として路線バスの運行を開始しているが、安
定した運行のために道路環境の整備が喫緊の課題となってい
る。
　安芸高田市と三次市を結ぶ運行ルートは県道三次江津線を利
用しているが、当該道路は急峻な山と河川に挟まれており、狭
隘な区間が多くあり、走行性、安全性及び定時性等の確保が課
題となっている。
　特に大雨時には道路崩落等により大事故に至る危険性が高
い。現に昨年の豪雨災害では、２カ所で深刻な被害を受け、復
旧までに約１年間通行不能に陥った。
　このことから、利用者にとって安心・安全な移動手段を確保
するため、速やかな対策及び予算措置を講じていただきたい。

04
安芸高田
市

-------
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

9 02
地域政策
局
【新規】

３　中山間地
域活性化事業
の推進及び支
援策の充実強
化

(1)　地域運営
組織に対する
支援の充実
強化【新規】

■地域運営組織に対する支援策の充実強化
　県内の中山間地域のほとんどの小規模集落においては、集落
を維持する担い手の高齢化等により、集落における草刈り等の
環境維持をはじめ、地域の見守り等の生活維持活動等が困難と
なるなど、集落の持続性の観点から新たな集落経営の検討が必
要となっている。
　本年６月に閣議決定された国の「まち・ひと・しごと創生基
本方針2019」においても、「時代に合った地域をつくり、安心
なくらしを守るとともに地域と地域を連携する」施策の実現に
向けて、「地域運営組織の持続的な取組支援」等が掲げられて
おり、個々の地域特性に応じた地域運営組織の形成と持続的運
営の確保に向けて、県と市町がこれまで以上に連携した取組が
求められる。
　そのため、県においては、県内の地域運営組織の実態を十分
に把握された上で、その量的・質的向上（組織の体制強化や多
様なビジネスの創出等に資する法人化など）に向けた人的支援
や財政支援策の創設等を検討・実施し、持続可能な中山間地域
に資する取組の強化等を図ること。

05
安芸太田
町

10 02
地域政策
局
【新規】

３　中山間地
域活性化事業
の推進及び支
援策の充実強
化

(2)　新たな過
疎対策法の制
定【新規】

■新たな過疎対策法の制定
　過疎対策については、昭和45年に「過疎地域対策緊急措置
法」制定以来、４次にわたる特別措置法の制定により、総合的
な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備
や産業の振興など一定の成果を上げている。
　しかし、対象地域においては、若者の都市部への流出、出生
数の減少等、人口減少に歯止めがかからず、高齢化もさらに進
行している。このような状況で、森林の荒廃、休耕田・空き家
の増加等の環境面や、暮らしの基盤ともいえる集落コミュニ
ティの機能の脆弱化等の課題が顕在化している。
　現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は、令和３年３月末
で失効することとなるが、過疎地域が果たしている公益的機能
は都市部にも大きく貢献している。これを維持するためには、
引き続き総合的な過疎対策を充実・強化させる必要があること
から、新たな過疎対策法を制定することに加え、過疎市町が取
り組む事業が円滑に実施できるよう、過疎対策事業債及び各種
支援制度の維持・拡充について、国に対し働きかけをお願いす
る。

協議会提
案

11 02
地域政策
局

４　合併建設
計画における
県事業の推進
及び市町事業
支援策の充実
強化

(1)　合併建設
計画の実施及
び市町事業の
実施に係る財
政支援

■合併建設計画の実施及び市町事業の実施に係る財政支援
　合併により建設計画に基づいたまちづくりを推進している。
しかし、財政悪化に伴い長期総合計画や公債費負担適正化計画
の見直し等、財政健全化に鋭意取り組んでいるが、財源確保ま
でには至っていない。
　この計画の実現のための財源確保とまちづくりへの助言をお
願いしたい。

協議会提
案
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

12 03
環境県民
局

１　観光振興
の推進及び支
援策の充実

(1)　神龍湖の
効果的な水質
浄化策

■神龍湖の効果的な水質浄化策
　帝釈川ダムの建設によりできた神龍湖は、全長18kmに及ぶ渓
谷「帝釈峡」の中心として、年間およそ16万人が訪れる一大景
勝地となっている。近年、栄養塩が湖内で循環する富栄養化の
傾向が見られ、水温が高く、水質が悪化する夏場にアオコの大
発生が見られ、帝釈峡の景観に影響している。
　平成28年４月に学識経験者・広島県・中国電力（株）で構成
する「帝釈川貯水池水質改善対策検討会」が設置され、中国電
力（株）により暫定対策としてアオコ流出防止フェンスの設置
やダムのフラッシュ放流など、水質改善対策及び効果の検証が
行われてきたところである。検証の結果、効果があると判断さ
れた対策については、引き続き実施されるよう中国電力㈱への
働き掛けをお願いする。

03
庄原市
08
神石高原
町

13 03
環境県民
局

１　観光振興
の推進及び支
援策の充実

(2)　国定公園
帝釈峡内の老
朽化したトイ
レ・休憩所の
建替え

■国定公園帝釈峡内の老朽化したトイレ・休憩所の建替え
　庄原市東城町と神石高原町にまたがる国定公園帝釈峡は、延
長18kmの帝釈川流域とその下流の神龍湖及び天然橋「雄橋」に
代表される全国有数の名勝地である。
　しかしながら、国定公園帝釈峡の遊歩道等に設置されている
トイレは、老朽化が著しく、使用が難しい状況にある。
　遊歩道内のトイレについて、平成31年4月に１箇所の整備をし
ていただいたところであるが、断魚渓からマス池間の２箇所に
ついては老朽化による撤去後、未整備であることから洋式トイ
レを備えた施設の整備について、引き続き要望する。

03
庄原市
08
神石高原
町

14 03
環境県民
局

１　観光振興
の推進及び支
援策の充実

(3)　国定公園
帝釈峡遊歩道
の復旧及び整
備

■国定公園帝釈峡遊歩道の復旧及び整備
　庄原市東城町と神石高原町にまたがる国定公園帝釈峡は、遊
歩道への落石や倒木により平成８年から一部通行止めの状態が
続き、来訪者数減少の一因となっている。
　このまま通行止めの状態が続けば、地域振興に影響を及ぼす
ことも懸念される。
　本市町が誇る地域資源である帝釈峡一帯の地域振興を図るた
めにも、早期解決に向けて、上帝釈～下帝釈ルートと休暇村～
三坂駐車場ルートの遊歩道落石防止措置を講じ、通行止め区間
の解除を要望する。

03
庄原市
08
神石高原
町

15 03
環境県民
局
【新規】

１　観光振興
の推進及び支
援策の充実

(4)　国定公園
吾妻山の登山
道等の環境整
備
【新規】

■国定公園吾妻山の登山道等の環境整備
　国定公園比婆山・吾妻山は、神話と自然の宝庫であり、初夏
から紅葉時期にかけて多くの登山客に親しまれている。
一方で、国定公園内には、危険な登山道や老朽化したトイレ等
があり、利用者が安全で安心して利用できる施設整備が求めら
れている。
　中でも、立烏帽子駐車場のトイレは、平成28年夏より使用で
きない状況が続いており、平成29年4月下旬に仮設トイレを3基
設置されていますが、早急なトイレの復旧をお願いする。ま
た、出雲峠のトイレは、衛生的で来訪者が安心して使用できる
よう補修をお願いする。
　吾妻山の登山道は、近年の豪雨等の自然現象により著しく浸
食を受け、登山者にとって歩行困難な状況であるため、早急な
整備をお願いする。
　吾妻山のキャンプ場では、老朽化と利用率の低下により第1
キャンプ場及び第２キャンプ場の炊事棟1ヶ所、トイレ１ヶ所が
閉鎖されていることから、利用者ニーズに沿った施設整備をお
願いする。

03
庄原市

--------

----

----

----
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

16 03
環境県民
局

１　観光振興
の推進及び支
援策の充実

(5)　西中国山
地国定公園
「三段峡」内
のトイレ環境
の整備

■西中国山地国定公園「三段峡」内のトイレ環境の整備
　安芸太田町の西北の一部地域は、西中国山地国定公園に指定
されており、その中核に、全長16kmに及ぶ大渓谷「三段峡」を
擁している。三段峡は、奥入瀬渓流や上高地、黒部峡谷等とと
もに国の特別名勝（渓谷の部では全国で６箇所）に指定されて
いる。
　三段峡は、植生態の下降現象が国内で唯一見られるほど、生
態学的に貴重なエリアであり、また地学的な面からも貴重な渓
谷であると言われている。
　近年は、フランスで最も定評のある旅行ガイド「ブルーガイ
ド」に掲載され、三ツ星の評価を得ており、外国人の観光客が
増加している。広島県内では、宮島、平和公園、三段峡だけが
三ツ星の評価を得ており、その評価に応えるためにも、観光客
を受け入れるための環境を整備する必要がある。
　三段峡内トイレについて、使用不可となっている水梨公衆ト
イレは利用者が多いため、早期の全面改修を要望する。外国人
客・トレッキング客・学童などが多数利用する状況下において
は、快適に、衛生的に利用できるよう、洋式トイレへの更新を
要望する。
　三段峡内の葭ヶ原公衆トイレ、猿飛公衆トイレも、徐々に増
加している外国人観光客をはじめ、公園利用者が安全に、快適
に利用できるように順次改修を図っていただきたい。

05
安芸太田
町

----

---- ----
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

17 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-1　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■医師、看護師等医療従事者の確保、医療体制の充実
　広島大学ふるさと枠・岡山大学地域枠・自治医科大学卒業医
師については、他の中山間地域の市町に複数配置されている
中、未だ府中市への配置がなされておらず、中山間地域間にお
ける医師の地域偏在を感じているところである。
　このため、今後の広島大学ふるさと枠・岡山大学地域枠・自
治医科大学卒業医師の配置計画を示していただき、当該医師の
計画的な配置を要望する。
　加えて、上下町にある府中北市民病院は、多くの医師を広島
大学病院から派遣を受けており、県北部地域の医療機関との関
連が強いことから、県北部地域における医療支援などの地域間
の連携についての支援も併せてお願いするものである。
　特に、県東北部の精神科医療を担っている湯が丘病院（指定
病院）について、将来にわたって病院の運営に必要な医師確保
ができるよう、格別のご支援を賜りたい。

01
府中市

18 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-2　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■看護師等医療従事者の確保、医療体制の充実
　看護師不足の中、看護師養成施設は県内にも多数あるが、南
部に集中しているため、県北唯一の看護師養成施設である県立
三次看護専門学校の入学定員及び入学時の県北推薦枠を維持
し、県北の医療機関の看護師不足の対応を要望する。

02
三次市

19 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-3　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■医師、看護師等医療従事者の確保、医療体制の充実
　安芸太田町を含む中山間地域では少子、高齢化により人口は
減少しているが、安芸太田病院は町内唯一の病院である。高度
な専門医療の提供は困難であるが救急医療、在宅復帰への取組
みやリハビリ等の医療提供を行っている。
　広島県保健医療計画における安芸太田病院は、救急医療に関
しては広島市立安佐市民病院等の輪番病院の機能を補完する二
次救急医療機関としての役割を果たしており、広島県北西部で
ある芸北、吉和、湯来地域からの患者も受け入れている。
　広島県地域医療支援センターをとおして毎年、内科医師の派
遣を受け、今年度はふるさと枠医師の派遣を受けることがで
き、救急医療対応や病棟患者へのきめ細やかな対応が可能と
なっている。
　引き続き、常勤医師の派遣を受けないと、勤務する医師への
負担が増大する。市町の医師確保には限界があり、中山間地域
で医療を提供できるための医師派遣を要望する。
また、慢性的な看護師及び介護福祉士不足の解消のため、中山
間地域へ就労できるように支援を要望する。

05
安芸太田
町

20 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-4　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■医療体制の充実に伴う財政支援
　中山間地域における人口減少は患者数の減に直結しており、
財政的に厳しい状況にある。しかしながら、公立病院として
は、地域に必要な医療を提供することを使命としている。
　このような状況の中で、地域医療構想は広島県で策定され本
格的な実施が検討されている。この改革が医療費抑制に進み、
患者中心の医療からかけ離れたり、医療現場が崩壊したりする
ようなことがあってはならない。
　また、国の働き方改革が進む中で、安芸太田病院は救急医療
を担う病院としており、休日・時間外における救急医療につい
ては、医師の当直体制により実施しており、当直する医師が院
内に待機している。この時間を勤務時間と見なすこととされた
場合には、所定の時間外勤務時間の枠内に収めることは不可能
であり、休日・時間外の救急業務は実施できなくなる。
　これらの改革が進めば中山間地域の病院における診療は提供
することが難しくなり、財源確保にも影響することとなる。
　中山間地域において地域住民が生活するために不可欠な医療
を継続的に提供するため、不採算医療に対する財政措置を県独
自での対応を要望する。

05
安芸太田
町

---- ----
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

21 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-5　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■医療・介護サービスの提供体制改革のための新たな財政支援
制度
　医療・介護サービスの提供体制改革のための新たな財政支援
制度（新基金）は平成26年度から各都道府県に消費税増税分を
財源に活用した基金を設置し、各都道府県が作成した計画に基
づき事業を実施している。
　安芸太田病院では、新基金を活用した医療機器の更新を進め
るための計画を立てているが、財源の確保ができない状況にあ
る。医療機器の更新は必要不可欠であるが、都市部に比べ中山
間地域の使用頻度は低く採算の合わないものが多い。
これらの医療機器は必要不可欠なものであり新基金によってメ
ニュー化して頂き、採択をお願いしたい。
　現在提供している医療を今後も維持し、住民の生活を守るた
めにも、人口減、人材不足、財源不足といった問題を抱える中
山間地域の実情に応じた補助金の配分を行っていただきたい。

05
安芸太田
町

22 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-6　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■医師、看護師等医療従事者の確保、医療体制の充実
　北広島町内の医療施設従事医師数は、県平均より低いうえ、
医師の高齢化もあり、地域医療の維持が懸念される。加えて、
人口減少や医療需要の変化、診療報酬改定等により、中山間地
域の医療機関の経営は官民問わず、大変厳しい状況にある。日
常生活圏域に少なくとも1医療機関が維持できるよう、地域完結
型医療ネットワークの構築のうえにおいて、中山間地域の民間
医療機関への医師派遣制度の拡大及び医師等医療従事者の確保
並びに財政的支援を強く要望する。
　また、北広島町内で分娩ができる医療機関がないこと、併せ
て、町内で小児患者の診療ができる医師の不足及び、小児科の
診療科の維持も課題となっている。妊娠から子育てまでの切れ
目ない支援において、中山間地域の子育て世帯の医療が確保で
きる体制の整備と小児患者の対応ができる医師の確保をお願い
する。

06
北広島町

23 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-7　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■医師、看護師等医療従事者の確保、医療体制の充実
　北広島町では、最期まで自分の家で暮らしたいと願う人が多
いが、在宅医療介護に係る訪問看護師の不足等により、町外の
家族のもとや施設・病院等へ入所・入院せざる得ない状況にあ
る人が増えている。町内に訪問看護ステーション１ヵ所、訪問
看護体制のある医療機関４ヵ所であるが、看護師の高齢化等も
あり人材確保が困難となっている。町は医師看護師育成奨学金
制度を設け取り組んでいるが、中山間地域の一自治体では独自
に医師・看護師を確保することが厳しい状況にある。
　そのため、中山間地域における在宅医療に取り組む看護師の
確保に向けた「ふるさと枠」の制度の創設など、看護師の人材
確保に向けた支援を要望する。併せて、看護師等在宅医療に従
事する者が、研修を受けスキルアップができる体制の整備と財
政的支援を要望する。

06
北広島町

24 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-8　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■発達障害児(者)への支援体制の充実、医師等の従事者の確保
発達障害の診断、療育等の専門医療機関がなく、町外の専門

医療機関への受診となるが、予約待ちの期間が長い状況にあり
タイムリーに診療を受けることができない。

また、町外・遠方の専門医療機関まで行き診断や治療及び養
育を受けるため、子どもを連れ継続受診することは負担が大き
い現状にある。

併せて、中山間地においては、人材不足等により身近な地域
で必要な療育等の支援を受けられる環境が不十分であることに
加え、ライフステージに応じ、切れ目なく必要な支援を受ける
ことができる体制が、整備できていない状況にある。

ついては、発達障害の早期発見･早期支援を進めていくうえ
で、発達障害の専門的な診療を行う医療機関及び専門医及び早
期に専門的な療育を行う機関の確保･充足をお願いする。

06
北広島町
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

25 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-9　医師、
看護師等医療
従事者の確
保、医療体制
の充実

■医師、看護師等医療従事者の確保、医療体制の充実
　世羅町内の医療機関においては、医師の高齢化により、診療
時間の縮小等、現在の診療体制を維持することが難しくなって
きている。また、将来あるべき医療体制の構築に向け、核と
なっていただいている公立世羅中央病院は、常勤医師が少な
く、救急患者、当直など勤務する医師等の負担が大きい。
　医療スタッフの確保には、中山間地域の医療機関においても
高度な研修を受けられ、スキルアップができる体制の整備や、
財政支援などが必要である。
　地域医療体制の維持・充実を図るため、いずれの地域におい
ても必要な人数の医師、看護師等の医療スタッフが確保される
よう、引き続き支援を行うことを要望する。

07
世羅町

26 04
健康福祉
局

１　地域医療
体制の維持・
確保

(1)-10　医
師、看護師等
医療従事者の
確保、医療体
制の充実

■医師、看護師等医療従事者の確保、医療体制の充実
　神石高原町では、平成22年度より民間診療所が１カ所、医師
の高齢を理由に閉院しており、他の２施設についても近い将
来、同様の恐れがある等、今後益々無医地区の拡大が懸念され
る状況の中、町内唯一の入院施設である「神石高原町立病院」
の重要性が年々高まっている。しかしながら、医師、看護師等
医療従事者の確保には町独自での取り組みも行っているもの
の、医療従事者不足の解消には至っていない。引き続き、広島
大学ふるさと枠卒業医師の優先配置や看護師就労支援等中山間
地医療の維持拡充に向けた施策の取り組みをお願いしたい。

08
神石高原
町

27 04
健康福祉
局

２　介護保険
制度を始めと
した安定的な
社会保障制度
の運営支援

(1)　介護従事
者の確保等に
対する新たな
支援制度の創
設

■中山間地域における介護職員の確保等の取組みに対する新た
な支援制度の創設
　高齢化率が36％を超える中山間地域の府中市では、施設(居住
系)サービスの整備は行わず、在宅での生活を支援するための訪
問系・医療系のサービスや地域密着型のサービスの整備を予定
しているが、介護人材の確保が困難などの理由により、将来に
渡って安定的なサービス提供体制を構築することが困難な状況
となっている。
　2025年に向けて相次いで介護老人福祉施設等の新設を急ぐ近
隣の都市部の影響をまともに受け、当市の介護従事者は争奪戦
の様相を呈している。また、訪問介護などに従事する職員は高
齢化しており、若年層の確保が喫緊の課題となっているが、中
山間地域の小規模事業所において安定的に人材を確保すること
は、極めて困難な状況となっている。
　小規模な事業所が多く、医療や介護資源も豊富とは言えない
当市の北部圏域では、異なる事業者間で情報や方針を共有し、
ケアの方法や考え方、書式をまとめる取組みを実施したところ
であるが、「一体的なサービス提供体制の構築」は時代の要請
であり、これをきっかけに他事業者・法人との連携や法人の規
模拡大、さらには経営統合も視野に入れた選択肢を描きたい
が、合併や事業譲渡を伴う経営統合は相当の期間を費やすこと
になり、それまでに厳しい状況に置かれている中山間地域は疲
弊し、医療・介護資源すら枯渇してしまうのではないかと危惧
している。
　ついては、中山間地域における介護従事者の人材育成・確保
に向けた取組みに対する新たな支援制度の創設を要望する。

01
府中市
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

28 04
健康福祉
局

２　介護保険
制度を始めと
した安定的な
社会保障制度
の運営支援

(2)-1　介護保
険制度の財政
支援の充実及
び介護職員の
確保等

■介護保険制度の財政支援の充実及び介護職員の確保等
　地域包括ケアシステムを推進して住民の安心・安全を守り、
町づくりを進めていくためには、中山間地にあって過疎化・高
齢化が進む本町のような少数散在の地域であっても、介護事業
所の経営が可能であり、且つ介護人材が確保できる体制にある
ことが必要である。
　しかしながら、現状においては介護事業者の参入も殆どな
く、介護サービスのメニューが固定化しており、介護事業所間
の自浄能力が薄いため、介護の質の低下が否めない。また、介
護人材も不足しており、介護職の処遇改善策も講じられてはい
るものの、介護職の過酷な就労実態から他職種と比較した場合
に就業先として選択されにくい状況にある。
　ついては、介護サービス関連法人が過疎地にて事業を展開す
る場合の経営支援や介護人材の派遣等など、持続可能な介護保
険制度の運営及び介護サービスの維持のため、財政支援の充実
を要望する。

05
安芸太田
町

29 04
健康福祉
局

２　介護保険
制度を始めと
した安定的な
社会保障制度
の運営支援

(2)-2　介護保
険制度の財政
支援の充実及
び介護職員の
確保等

■介護保険制度の財政支援の充実及び介護職員の確保等
　北広島町では、少子高齢化及び近隣都市部における介護施設
等の新設により、介護職員の慢性的不足が続いており、適切な
介護サービスが提供できにくくなっている。特に、訪問介護
サービス事業所における介護職員の不足が大きな課題となって
いる。平成29年度より北広島町介護職員受講費補助事業によ
り、介護人材の確保・スキルアップに取り組んでいるが、介護
職員の確保・定着には至っていない。また、町内の面積が広い
ことに加え、冬期は積雪が多いため、サービス提供時間以上に
移動時間がかかり、人件費が嵩むことなどで介護事業所の経営
が悪化している。そのため、介護事業所におけるサービス提供
を維持していくために、中山間地域における独自の加算制度の
創設など中山間地域の実情に即した財政支援を要望する。
　また、中山間地域の居宅サービスが適切に提供できるよう
サービス提供事業者が推進しやすいような支援策と併せて、外
国人材の受入れの環境整備や受入れ体制づくりを広域的に構築
することを要望する。
　加えて、令和元年10月の消費税率の引上げにともない、本年
度４月から暫定的に１号保険者保険料の低所得者軽減強化の対
象が第３段階まで拡大されたが、令和２年度からの本格実施に
向け、確実な財源措置を講じるとともに、市町村負担分の軽減
措置を図ることを要望する。
　将来にわたる介護保険制度の安定的かつ円滑な運営を図るた
めの措置を講じるよう国に働きかけを強くお願いする。

06
北広島町

30 04
健康福祉
局

２　介護保険
制度を始めと
した安定的な
社会保障制度
の運営支援

(2)-3　介護保
険制度の財政
支援の充実及
び介護職員の
確保等

■介護保険制度の財政支援の充実及び介護職員の確保等
　神石高原町は、高齢化率が46.9%(平成31年４月１日現在)で、
今後も高齢化が進展する反面、生産年齢人口は年々減少するこ
とが予測される中、介護人材の確保は喫緊の課題である。
　本町の介護職員が支える介護サービスの利用者数を見ると、
職員１人あたりの要介護認定者数は、平成27年の3.8人に対し平
成37年には1.3倍の4.8人、居宅系においては7.8人に対し10.1倍
の78.1人となる見込みである。一方、介護職員の年齢構成で
は、18歳から30歳未満の構成が9.2％と極端に少なく、生産年齢
人口は年々減少することが予測される中、中山間地域において
安定的に人材を確保することは、極めて困難な状況となってい
る。
　介護保険制度の持続可能性を確保するための一層の財源的な
支援とともに、介護職の処遇改善策も講じられているものの、
介護職の過酷な就労実態から他職種と比較した場合に就業先と
して選択されにくい状況にもあることから、中山間地域におけ
る介護従事者の確保に向けた抜本的な制度の見直しを要望す
る。

08
神石高原
町

---------------- ----------------
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

31 04
健康福祉
局

３　総合的、
計画的な少子
化対策の推進
及び支援策の
充実強化

(1)　乳幼児医
療費助成制度
の拡充

■乳幼児医療費助成制度の拡充
　少子化が進行する中、次世代を生み育てる子育て世代・若者
世代の定住促進において、出産、子育てに係る社会環境や経済
的負担の軽減が重要である。
　乳幼児医療費助成は、本来すべての子どもが関わる制度とし
て、全国どの市町村に住んでいても同じ水準で受けられるのが
望ましいところであるが、本制度は子育て世代からの関心が高
く、その期待に応えるべく各自治体が独自の制度を創設し運営
している。
　全国的に自治体が乳幼児医療費助成を行っている実態、そし
て各自治体が財源の確保に苦慮しつつも、ほとんどの市町村が
独自に対象児年齢の引き上げ（拡大）を図っている。
　しかしながら、それにより地域間で格差が生じており、子育
て世代を求める内陸市町同士の争いを生む要因ともなってい
る。
　これを解消するため、乳幼児医療費助成を県の少子化対策の
重点施策に位置づけるとともに、対象年齢を引き上げるよう要
望する。
　また、国策として乳幼児医療費助成制度を早急に創設するよ
う国に対し強く要望することを求める。

05
安芸太田
町
07
世羅町
08
神石高原
町

32 04
健康福祉
局

３　総合的、
計画的な少子
化対策の推進
及び支援策の
充実強化

(2)　ひとり親
家庭等医療費
助成の所得制
限を緩和

■ひとり親家庭等医療費助成の所得制限を緩和
　所得税非課税世帯ではないが所得が低い世帯では、子どもは
乳幼児医療費助成の対象になってもその養育者には医療費助成
がない。
　ひとり親家庭等における子どもの貧困率が相対的に高いこと
が問題となっており、全てのひとり親家庭等の子どもと養育者
が、必要とする医療を安心して受けられるように、所得制限を
所得税非課税から児童扶養手当の所得制限まで緩和することを
要望する。

07
世羅町

33 04
健康福祉
局
【新規】

４　その他の
要望

(1)　精神障害
者保健福祉手
帳所持者への
公費医療費助
成
【新規】

■精神障害者保健福祉手帳所持者への公費医療費助成
　精神障害者手帳保持者は、自立支援医療（精神通院医療）制
度による医療費助成はあるが、指定の医療機関外での治療にか
かる医療費は医療保険の適用となっている。精神疾患で治療中
の人は、生活習慣病の治療をしている人も多く、治療費が大き
な負担となっている。
　また、経済的に厳しい状況の中での医療費の負担により、重
症となるまで治療に結びついていない現状がある。
　精神障害者の医療の向上を図る観点から、身体障害者、知的
障害者と同様に、精神保健福祉手帳所持者を重度心身障害者医
療公費負担事業の対象に加えることを要望する。

06
北広島町

34 04
健康福祉
局
【新規】

４　その他の
要望

(2)　風しんに
関する追加的
対策への財源
措置
【新規】

■風しんに関する追加的対策への財源措置
　風しんに関する追加的対策は、風しんの感染予防及び感染拡
大防止、根絶をめざし、期間限定で緊急的に追加された対策で
あるが、この追加的対策を迅速かつ着実に進めるため、市町に
財政負担が生じることがないよう、財源の確保についての働き
かけをお願いしたい。

06
北広島町

---------------- ----------------
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

35 05
商工労働
局
【新規】

１　観光振興
の推進及び支
援策の充実

(1)　インバウ
ンド向け環境
整備及び広域
観光ルートの
開発支援
【新規】

■インバウンド向け環境整備及び広域観光ルートの開発支援
　広島県を訪れる外国人観光客数は、平成24年以降６年連続で
過去最高を更新している。
　本市においても、上下町に平成28年度から外国人観光ツアー
が年十数回催行され、年間３００人弱の観光客が訪れているも
のの、滞在時間は数時間と短く、町内で消費されるのは昼食程
度で観光消費額の増加には繋がっていないのが現状である。
　そこで、本年度本市は、観光振興ビジョンを策定し、「恋し
き」や白壁の町並みなど府中市が有する歴史や文化等の観光資
源を生かした新たな体験プログラムの造成により、インバウン
ド増加や滞在時間の延長に取り組んでいく予定である。
　また、府中市、世羅町、神石高原町では、「北びんご観光連
携協議会」を設立し、複数の地域間で連携を強化した、ストー
リー性やテーマ性に富んだ多様な観光ルートの形成を図ること
としている。
　これらの取組みに伴い必要となる、無料Wi-Fi、多言語観光案
内標識や飲食店等における多言語対応、キャッシュレス決済、
観光地トイレの様式化などの受入環境整備や、国内外へのプロ
モーション拡大や誘客の促進等への支援を要望する。

01
府中市

36 05
商工労働
局

１　観光振興
の推進及び支
援策の充実

(2)　中山間地
域の観光交流
の推進

■中山間地域の観光交流の推進
　「中国やまなみ街道」の全線開通により、平成２７年の沿線
の観光客数は大幅に増加した。全線開通の効果を維持するため
には、県北部地域で連携して魅力の発信をはじめとする様々な
事業に取り組む必要がある。
　その取組の一つとして、三次市と庄原市は、備北観光ネット
ワーク協議会を組織し、備北地域ならではの体験をベースとし
た子育てファミリー向けの体験プログラム（びほくコドモト
フィールド）の展開や外国人観光客誘致など、備北地域として
お互い連携、補完しあいながら、観光客の誘致を図っている。
　県においては、外国人観光客を含め沿岸部からの周遊を促す
旅行商品開発事業への補助や、プロモーションによる誘客の支
援等に取り組んでいただいているところであるが、引き続き、
中山間地域の観光交流の推進に向けた支援をお願いしたい。

02
三次市
03
庄原市

----------------
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

37 06
農林水産
局

１　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(1)-1 治山事
業等による防
災・減災対策
の推進

■治山事業等による防災・減災対策の推進
　近年、集中豪雨の頻発など異常気象の増加による災害の激甚
化が懸念されており、府中市でも多くの災害発生箇所、危険箇
所について対策要望を行っている。土石流、がけ崩れなどの災
害から住民の安全安心を確保するため、早期に計画的な山地災
害対策が行われるよう要望する。
　また、小規模崩壊地復旧事業についても、計画的な工事が行
えるよう予算規模の拡充及び継続的な予算確保について要望す
る。

01
府中市

38 06
農林水産
局
【新規】

１　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(1)-2 治山事
業等による防
災・減災対策
の推進
【新規】

■砂防・治山施設整備計画の実施及び事業化の促進
　豪雨により、渓流や小水路といった山地からの水が大量に流
れ、土砂や岩石、流木が家屋や道路、農地等に数多く流入し、
甚大な被害となったが、土地所有者等が処理できる状況にな
く、今後の豪雨等により、二次災害の恐れも懸念される。
　砂防・治山施設整備計画に計上されている実施時期が未定な
箇所については、財源の確保を行い、早期の事業実施を要望す
る。また、その外の要望箇所については、同整備計画に計上
し、事業化していただくよう要望する。

07
世羅町

39 06
農林水産
局

２　ひろしま
未来チャレン
ジプラン農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
県事業の確実
な推進及び支
援策の充実

(1)　有害鳥獣
防除対策の充
実強化

■有害鳥獣防除対策の充実強化
　中山間地である神石高原町では、有害鳥獣による農作物の被
害が多く、単独事業により防除対策と捕獲対策の取組を行って
いるが、被害の減少には至っておらず、財政負担も大きい。ま
た、農家の生産意欲が減少し、農地の荒廃化に深刻な影響を与
えている。鳥獣被害対策のさらなる拡充・強化を要望する。

08
神石高原
町

40 06
農林水産
局
【新規】

２　ひろしま
未来チャレン
ジプラン農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
県事業の確実
な推進及び支
援策の充実

(2)　次期農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
現事業の継続
【新規】

■次期農林水産業アクションプログラムにおける現事業の継続
　広島県におかれては、「ひろしま未来チャレンジプラン農林
水産アクションプログラム（第２期）」に基づき、農林業の振
興施策を展開していただいているところであるが、この計画期
間が令和２年度で終了することから、次期プログラム策定に向
けた準備に取り組まれていることと推量する。
　本市においては、今後の農業振興に向けて基本的な方向性や
取り組むべき事項を明らかにし、効果的な施策を推進するため
に府中市農業振興ビジョンの策定を計画している。
　広島県の次期計画との整合性を図りながら策定を進めたいと
考えているので、本市のビジョン策定時には、ご教授ご協力を
お願いしたい。
　さて、現プログラムにおける施策では、「農村基盤整備推進
事業」のうち「園芸作物条件整備事業」が、早期の園芸産地の
拡大や、担い手の経営高度化を図るための簡易な基盤整備を実
施できる点において、非常に有効な事業（単県事業、補助率2分
の１）となっている。
　本市としては、今後、新規就農者確保のための就農農地の簡
易な区画整備や土層改良、排水対策などの実施を計画している
ことから、次期プログラムにおいても本事業を継続して　実施
していただきたい。
　また、次期プログラムの策定に当たっては、こうした自治体
の実情を反映していただけるよう、ヒアリングの場を設けるな
どの配慮を希望する。

01
府中市

--------------------------------------- ----------------------------------------
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

41 06
農林水産
局

２　ひろしま
未来チャレン
ジプラン農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
県事業の確実
な推進及び支
援策の充実

(3)　キャベツ
16億円産地計
画の着実な推
進に伴う諸条
件の整備支援

■キャベツ16億円産地計画の着実な推進に伴う諸条件の整備支
援
　　本市においては、キャベツ16億円産地計画に基づき、市内
２か所での大規模農業団地の整備を計画・実施しており、平成
27年度より着手いただき、1、2工区はすでに完成して大手の企
業が農業参入し営農を開始している。しかしながら、当地は重
粘土質で土が固く、参入企業も非常に苦労している状況であ
る。
　また、今年は雨量が少なかったため、１工区を含め、水不足
が発生した。営農に必要な水の確保も課題となっている。現地
での作業性を高めるための機械・集出荷施設の整備や、営農し
ていくうえで継続した土づくりを確実に行うため、市内畜産農
家と連携した堆肥の活用を促進していく必要がある。
　鍋石地区においては、地区内に大規模な畜産農家のほ場が含
まれており、整備事業の推進と畜産経営の維持のために、たい
肥化施設が必要となっていることから、国庫補助事業の事業化
に引き続き支援をいただきたい。さらに有害鳥獣による作物被
害を防ぐため、防護柵の設置も必要不可欠である。
　キャベツの生産から流通、販売に至る当初の計画が円滑に遂
行できるよう、これらの条件整備についての引き続きの支援を
要望する。

04
安芸高田
市

42 06
農林水産
局

２　ひろしま
未来チャレン
ジプラン農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
県事業の確実
な推進及び支
援策の充実

(4)　水田の排
水対策に対す
る支援

■水田の排水対策に対する支援（優良農地の確保対策）
　ほ場整備後30～40年経過し、水路や暗渠排水等の老朽化が進
み水稲生産に支障をきたしている。担い手に集積する必要はあ
るが、現在の所有者がメンテナンスしなければ、将来的には担
い手が求める農地の集積にはつながらない。このため、暗渠排
水対策等農地改良の支援が必要である。
　しかしながら、国及び県の基盤整備事業では、大規模である
か園芸品目作付の要件がある等、農業者の高齢化及び担い手不
足などの課題を持つ中山間地において、これらの事業に取り組
むことは困難である。
　このことから、園芸品目等の作付条件なしに小規模でも取組
みやすい水田の排水対策事業を創設していただきたい。

06
北広島町

43 06
農林水産
局
【新規】

２　ひろしま
未来チャレン
ジプラン農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
県事業の確実
な推進及び支
援策の充実

(5)　米生産に
おける所得補
償の実施
【新規】

■米生産における所得補償の実施
　農業・農村の多面的機能発揮のためには、水田農業が持続的
に行われることが必要である。現在の収入減少を補填する制度
では、過去５年間の平均収入が下がれば、コストに関係なく補
填額が下がるという欠点がある。農産物価格は需給に支配され
る場合が多い一方、生産コストは下方硬直性のある労働費や肥
料などの資材費であり、再生産可能な所得は保障されない。
　米生産者の持続的経営が図られる所得補償施策を実施するよ
う国に対して要望をお願いする。このデカップリング施策によ
り、国内消費の減少にとらわれず、米の輸出等も伸び、ひいて
は多面的機能を有する水田農業の持続性が確保されることとな
る。

06
北広島町

44 06
農林水産
局

２　ひろしま
未来チャレン
ジプラン農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
県事業の確実
な推進及び支
援策の充実

(6)-1　県営広
域営農団地農
道整備事業の
推進

■県営広域営農団地農道整備事業の推進
　本市東酒屋地区及び三和地区において、農業生産から加工・
流通までを一体的に行う広域営農団地の整備及び営農促進の基
幹農道整備事業の推進をお願いする。

02
三次市
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要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

45 06
農林水産
局

２　ひろしま
未来チャレン
ジプラン農林
水産業アク
ションプログ
ラムにおける
県事業の確実
な推進及び支
援策の充実

(6)-2　県営広
域営農団地農
道整備事業の
推進

■県営広域営農団地農道整備事業の推進
　芸北３期地区路線は、地形上分散している北広島町西部と東
部を結ぶ広域農道であり、本路線の整備は、農産物の集出荷の
効率を進め、産地形成を推進し、地域住民の利便性の向上や経
済及び文化の発展に大きく寄与するため、事業の早期整備を要
望する。

06
北広島町

46 06
農林水産
局

３　未来・将
来に向けた林
業振興の推進
及び支援策の
充実

(1)　県産材の
安定供給と木
材利用の推進

■県産材の安定供給と木材利用の推進
　県において策定された「農林水産業アクションプログラム」
では、令和2年度の県産スギ・ヒノキの目標素材生産量は40万㎥
/年と定められている。
　この目標を達成するためには民間事業体との連携強化により
木材生産量の増加を図る必要があるが、安芸太田町の森林はこ
れまで間伐を推進しており、多くの森林が伐期齢を迎えてきた
ことから、主伐へシフトする必要がある。
　しかしながら、「主伐」は間伐と違い補助金がないため、木
材価格が低迷する中、森林所有者が再造林し、下刈り等の保育
費用を賄う収入が確保できず伐採が進まない。
　主伐のメリットとして、主伐後に再造林を行うことにより将
来の木材資源を造成し、また、森林の新陳代謝が進むことで森
林の二酸化炭素吸収量が大幅に増え、地球温暖化などの環境問
題や事前災害防止につながることが挙げられる。主伐（皆伐）
という言葉は全ての木を切る＝森林破壊をイメージされやすい
が、森林資源の有効活用と再循環を進めるため活用すべき手法
である。
　ついては、主伐による木材生産を推進するための助成金制度
の創設を要望する。

05
安芸太田
町

47 06
農林水産
局

４　兼業農
家・小規模農
家に対する支
援策の充実

(1)　兼業農
家・小規模農
家に対する支
援策の充実

■兼業農家・小規模農家に対する支援策の充実
　神石高原町では、小規模零細な農家、兼業農家が多く、その
ような農家が農地や冠婚葬祭を含めた集落の維持に貢献してい
る。町としても農地中間管理事業等を利用し、集落法人や認定
農業者の担い手への農地の集積に尽力し、一定程度の集積は進
んではいるものの条件によっては担い手への集積ができない農
地も存在する。そういった農地は現状のまま兼業農家が維持管
理を行わざるを得ない状況である。担い手への農地の集積は当
然の事ではあるが、小規模農家や兼業農家に対する支援も重要
であり、中山間地域等直接支払や多面的機能支払に加え、更な
る支援の検討を希望する。

08
神石高原
町

48 06
農林水産
局

５　その他の
要望

(1)　国営事業
で整備された
調整池の土砂
浚渫事業の創
設

■国営事業で整備された調整池の土砂浚渫事業の創設
　昭和52年度から平成９年度まで実施された、広島中部台地農
地開発事業で開畑造成された約360haの農用地に対して、洪水調
整機能のため調整池が合わせて50箇所設置されているが、事業
完了後22年～37年経過し、土砂が堆積している。
　そのため洪水調整機能が低下しているとともに、昨今の豪雨
等により堆積がさらに進んでおり、防災対策の観点から速やか
に浚渫を行う必要がある。
　しかしながら、今後これらの調整池を町が実施する場合、農
業用水でないため該当する事業はなく、多額な経費を伴うた
め、国営農地開発事業により整備された調整池については、下
流域の防災対策からも、国や県において浚渫事業を創設いただ
くよう要望する。

07
世羅町

24



令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

49 06
農林水産
局

５　その他の
要望

(2)　基盤整備
事業の予算確
保及び中心経
営体農地集積
促進事業の継
続

■基盤整備事業（農地耕作条件改善事業）の予算確保及び中心
経営体農地集積促進事業の継続
　農業を担う若者が減少し、農業者の高齢化が急速に進んでい
る。また、生産資材の価格高騰や農産物価格の低迷により、生
産者は厳しい環境の中で農業経営を余儀なくされている。この
ような現状の中、担い手を中心とする効率的な農業の実現と地
域農業を支える次世代の担い手育成が重要な課題である。
　西大田地区においては、地元６法人により平成29年度新会社
を設立した。今後は園芸作物生産による収益拡大と資材の共同
購入や機械の共同利用による生産コストの低減や雇用創出を図
り、効率的・安定的な経営体を目指す。
　こうした担い手の経営安定を図るためには、収益性の高い園
芸作物の導入が必要であり、そのためには基盤整備を早期に整
備完了する必要がある。
　このため、基盤整備事業（農地耕作条件改善事業）の早期完
了を図るため、予算確保及び中心経営体農地集積促進事業を継
続することを要望する。

07
世羅町

-----------------------
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要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

50 07
土木建築
局

１　旧ＪＲ三
江線沿線の交
通ネットワー
ク維持にかか
る総合施策及
び福塩線・芸
備線の維持充
実を含めた生
活交通確保事
業の推進及び
支援策の充実
強化

(1)　旧ＪＲ三
江線代替交通
の生活交通
ネットワーク
の実現

■旧ＪＲ三江線代替交通の生活交通ネットワークの実現
　三江線代替交通として路線バスの運行を開始しているが、安
定した運行のために道路環境の整備が喫緊の課題となってい
る。
　安芸高田市と三次市を結ぶ運行ルートは県道三次江津線を利
用しているが、当該道路は急峻な山と河川に挟まれており、狭
隘な区間が多くあり、走行性、安全性及び定時性等の確保が課
題となっている。
　特に大雨時には道路崩落等により大事故に至る危険性が高
い。現に昨年の豪雨災害では、２カ所で深刻な被害を受け、復
旧までに約1年間通行不能に陥った。
　このことから、利用者にとって安心・安全な移動手段を確保
するため、速やかな対策及び予算措置を講じていただきたい。

04
安芸高田
市

51 07
土木建築
局
【新規】

２　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(1)　河川堆積
土及び流路支
障物の撤去、
浚渫の促進
【新規】

■河川堆積土及び流路支障物の撤去、浚渫の促進
　平成30年７月豪雨災害により、河川に堆積土や流路支障物が
発生している。更に河川内立木に、流下した支障物が引っ掛か
り、流下を阻害している箇所も見られることから、接続流入す
る町管理河川の水位上昇の一因ともなり、災害の危険性が高
まっている。災害発生を防止するためにも、臨機早急に撤去、
除去、伐採することを要望する。
　また、同災害では、河川が越流した箇所が多く、甚大な被害
が発生した。土砂が更に堆積するなど、河床が上昇し、大雨に
対する地域住民の不安が高まっているため、河川改修や浚渫な
どを進めていただきたい。

07
世羅町

52 07
土木建築
局

２　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(2)　国及び県
管理河川の環
境改善の推進

■国及び県管理河川の環境改善の推進
　町内の河川は、かつては、清流が流れ鮎等の魚類が豊富に生
息するとともに、町内や都市住民の憩いの場として活用されて
いたが、近年は水量の減少等により樹木やアシ等の草が河川を
覆い、また、有害鳥獣の生息地となるなど、環境が悪化してい
る。
　現状のまま放置していると、生態系の維持、飲料水等各種用
水の確保、防災など河川の多面的機能が失われるおそれがあ
る。
　太田川の環境改善を図るため、国、県、市町等関係団体で協
議会を設立し、危機感を共有しながら、河川環境の検討や今後
の取組み等の対策を行う必要がある。

05
安芸太田
町

53 07
土木建築
局

２　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(3)　砂防事業
の促進（急傾
斜地）

■砂防事業の促進（急傾斜地）
　急傾斜地「貴船地区」（安芸高田市吉田町吉田）は幾度もの
斜面災害が発生し、当市において最初の土砂災害防止法に基づ
く土砂災害警戒区域・特別警戒区域に指定された。また、当該
斜面下には高校・小学校などの教育施設や保育所・幼稚園など
の要配慮者利用施設がある。近年では、平成22年７月14日に吉
田高校の裏山が崩壊し、建物等への被害も発生しており、地域
住民も日常的に不安な生活を送っていることから、早期の安全
対策の実施を要望する。

04
安芸高田
市

54 07
土木建築
局
【新規】

２　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(4)-1 砂防事
業の促進
【新規】

■砂防等事業の促進
　平成30年7月豪雨において、渓流からの土砂流出や急傾斜地崩
壊などの土砂災害が多数発生し、甚大な被害を及ぼしている。
　現在、府中市では、７箇所の砂防事業及び１箇所の急傾斜地
崩壊対策事業（広谷地区）に取り組んでいただいているが、今
後の梅雨や台風による集中豪雨も想定される中、これらの地区
は土砂災害の危険性が非常に高いことから、早期の安全対策を
要望する。

01
府中市

55 07
土木建築
局

２　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(4)-2 砂防事
業の促進

■砂防事業の促進
　国土保全をはじめ、災害防止の面からも、安全で快適な市民
生活を実現し、活力ある産業基盤を確立するため、砂防の早期
整備を要望する。

別表のと
おり

------------

-----------------------
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56 07
土木建築
局

２　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(5)　河川改修
の促進

■河川改修の促進
　国土保全をはじめ、災害防止の面からも、安全で快適な市民
生活を実現し、活力ある産業基盤を確立するため、河川の整備
の推進及び河川改修の促進を要望する。

別表のと
おり

57 07
土木建築
局
【新規】

２　自然災害
復旧にかかる
強靭化の推進
及び災害に強
い地域づく
り・防災体制
の充実強化

(6)　災害時の
被害を軽減す
るための取り
組み（ソフト
事業）の財政
的支援
【新規】

■災害時の被害を軽減するための取り組み（ソフト事業）の財
政的支援
　人命、社会活動に多大な影響を及ぼす自然災害が全国各地で
多発するなか、広島県においては、防災対策のためのハード対
策と併せて関係法律の改正に基づき、土砂災害警戒区域の調
査・指定、また洪水浸水想定区域の指定・公表に取り組まれて
いる。
　防災・減災の観点から、住民の防災意識の向上を図ること、
ハザードマップ等を活用した防災教育、防災訓練などを充実す
ることが重要となっている。
　現在、広島県が策定している社会資本総合整備計画の『広島
県域における県土一体となった総合的な土砂災害対策の推進
（防災・安全）』の計画期間が今年度で終了することから、計
画期間の更新による取り組みの延長とソフト対策への支援の拡
充、財政的支援の継続延長を要望する。

03
庄原市

58 07
土木建築
局

３　合併建設
計画における
県事業の推進
及び市町事業
支援策の充実
強化

(1)　合併支援
道路網等の整
備促進

■合併支援道路網等の整備促進
　地域の自立・連携、地域の魅力づくりを進めるため、旧町村
を連絡する道路(循環型道路)や、公共施設等の共同利用に資す
る道路等を整備しているが、これらについて国・県の財政的支
援を引き続きお願いしたい。

協議会提
案

59 07
土木建築
局

４　地域高規
格道路及び主
要国県道の整
備並びに一般
県道の改良率
の向上

(1)　地域高規
格道路　東広
島高田道路の
整備促進

■地域高規格道路　東広島高田道路の整備促進
　安芸高田市を横断している中国縦貫自動車道の高田ICと、東
広島市の山陽自動車道高屋ICを連絡することにより、広島県西
北地区と東広島圏域との広域交流の推進及び県中央地区と広島
空港を連絡するフライト軸としての機能強化を図るために、向
原～吉田間の早期完成並びに吉田～美土里間及び東広島～向原
間の「調査区間」への早期指定を要望する。

04
安芸高田
市

60 07
土木建築
局

４　地域高規
格道路及び主
要国県道の整
備並びに一般
県道の改良率
の向上

(2)　地域高規
格道路　江府
三次道路の整
備促進

■地域高規格道路　江府三次道路の整備促進
　江府三次道路は、鳥取県日野郡江府町から広島県三次市に至
る延長約86kmの地域高規格道路で、国道183号のバイパスとし
て、災害時の交通の確保を図る上でも重要な路線である。現
在、広島県内では高道路約３kmが平成20年３月に供用開始され
ており、引き続き、全区間の早期完成に向け、着実な整備促進
を要望する。
　また、直轄代行区間として整備を推進されている「鍵掛峠道
路12km」については、計画区域内で最も交通の難所となってい
ることから早期の供用開始に向けた取り組みを要望する。

03
庄原市
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61 07
土木建築
局

４　地域高規
格道路及び主
要国県道の整
備並びに一般
県道の改良率
の向上

(3)　広島中央
フライトロー
ドの早期整備

■広島中央フライトロードの早期整備
　広島中央フライトロードは、平成23年に広島空港ICから大和
南ICまでの約10㎞が供用開始されたが、三原市大和町から世羅
郡世羅町までの約14㎞の調査区間について未整備となってい
る。
　広域的なネットワークの強化を図るため、早期整備を要望す
る。

07
世羅町

62 07
土木建築
局

４　地域高規
格道路及び主
要国県道の整
備並びに一般
県道の改良率
の向上

(4)　広島～江
津間道路の整
備促進

■広島～江津間道路の整備促進
　当該道路は、中国山地に隔てられた広島・島根を貫く基幹道
路として、両県の人的・物的な交流促進と地域の一体的発展に
寄与するものである。本道路を構成する道路のうち広島県管理
のものは、主要地方道安佐豊平芸北線、国道433号、国道186
号、一般県道都川中野線、主要地方道旭戸河内線及び一般県道
今福芸北線であり、総延長45㎞のうち約40㎞は改良済みであ
る。
　ついては、残る未改良区間についても、早期に整備をお願い
したい。

協議会提
案

63 07
土木建築
局

４　地域高規
格道路及び主
要国県道の整
備並びに一般
県道の改良率
の向上

(5)　国道・県
道の整備促進

■国道・県道の整備促進
　広島県内陸部地域の安全かつ快適な道路空間の整備、社会経
済活動、地域振興の発展を図るため、地域高規格道路、国道・
主要地方道・一般県道及び交通安全施設の早期整備を要望す
る。

別表のと
おり

64 07
土木建築
局

５　中国自動
車道の効果的
な活用による
地域振興

(1)　中国縦貫
自動車道の利
用促進

■中国縦貫自動車道の利用促進
　中国縦貫自動車道は、九州から関西までの物流の大動脈であ
るとともに中国山地沿線地域の地方創生、住民生活に欠かせな
い施設であり、さらには、山陽自動車道の渋滞緩和、災害時の
バックアップ機能を果たすものである。
　この中国縦貫自動車道の更なるストック効果を上げるものと
して、中国縦貫自動車道の利用料金の割引制度の導入（吉和、
戸河内、広島北、千代田、高田、三次、庄原、東城のインター
チェンジを利用する車両についての通行料金等の優遇措置）を
求める。
　中国縦貫自動車道の利用料金の軽減が図られれば、九州から
関西まで移動コストが削減され、沿線中山間地域への物流拠点
や製造業等の企業立地の可能性や、観光資源への入込観光客の
拡大に繋がるものと考える。
　特に、中国自動車道沿いには、冬期の地域雇用を創出する観
光産業の中心ともいえるスキー場が点在しており、入込客の増
減は地域経済に大きく影響を与え、特に九州・四国方面からの
誘客において高速道利用料金の軽減は大きなインセンティブと
なります。同時に、中国縦貫自動車道への交通量の転換は、山
陽自動車道の渋滞緩和による安全性（事故防止）の向上と広島
空港等各空港への定時性の向上、高速バスの定時性の確保に大
きな効果をもたらすものと考える。
　また、中国縦貫自動車道沿い（中山間地域）の住民にとっ
て、中国縦貫自動車道の利用は日常生活の身近にあり、中山間
地域から山陽側への通勤、通学、通院等での中国縦貫自動車道
利用の負担軽減が図られることにより、中山間地域の暮らしや
すさがプラスされ、移住、定住施策にも資するものである。
　以上のことから、中国縦貫自動車道の利用料金割引制度の導
入について、県から国及び関係機関等への働きかけを求める。

02
三次市
03
庄原市
05
安芸太田
町
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65 07
土木建築
局
【新規】

６　その他の
要望

(1)　移譲事務
交付金の予算
規模拡大
【新規】

■移譲事務交付金の予算規模拡大
　町が事務移譲を受けて管理している主要地方道および一般県
道において、路線草刈りや植栽管理など例年並みの業務量で
あっても、人件費や燃料油脂費等の上昇により経費が嵩んでい
る。また、入札の不調不落により高水準での契約となってい
る。この影響により、軽微な修繕等を適時適切に行うための十
分な予算が確保できていない。
　このため、経年劣化で要補修箇所が増加していく中で、維持
管理レベルの低下を招く恐れがある。
　動物死骸処理や倒木処理、またポットホール補修やパッチン
グ、路肩補修なども十分に対応出来ない状況であり、区画線の
引き直しなどは実施が困難な状況にある。実績に応じた予算措
置を要望する。

06
北広島町

66 07
土木建築
局

６　その他の
要望

(2)　空き家の
適正管理及び
利活用の推進

■空き家の適正管理及び利活用の推進
　町内には、空き家が600軒以上あり、年々増加傾向にある。さ
らに、管理者が不在で、老朽化が進み隣接住宅や道路等に影響
がある住宅も相当数存在している。町は、昨年空き家等対策計
画を策定し、計画的に空き家対策を行うため、国の「空き家再
生等推進事業」（補助率1/2）を活用し、空き家解体補助事業
（解体費の1/3の額かつ上限30万円）を実施し、空き家の適正な
管理を推進している。
　高齢化が進むにつれ、本来の所有者と管理者が疎遠なケース
が多くなっており、管理が適正に行われず安全確保の観点から
解体せざるを得ない空き家も増加傾向にあり、解体費補助に関
して町の負担も増大しており、町負担分の一部について県費の
支援を要望するものである。
　あわせて、移住希望者等に対し、空き家バンク等の利活用促
進ＰＲを県内自治体が連携して情報発信が図られるよう引き続
き県の支援を要望する。

05
安芸太田
町

67 07
土木建築
局

６　その他の
要望

(3)　橋梁修繕
事業の確実な
推進

■橋梁修繕事業の確実な推進
　市が管理する高齢化橋梁の急速な増大に対応するため、今か
ら適時適切な維持補修を実施しなければ集中的に大規模な補修
や架け替えが必要となり、今後大きな財政負担が必要となる。
　アセットマネジメントを導入して、費用の平準化及び橋梁の
長寿命化を図り、市内の道路網の安全性並びに信頼性を確保す
るものであり、確実にこの橋梁長寿命化修繕計画を実施してい
くための財源確保及び技術的支援を要望する。
　橋梁点検については、５年に一度の点検が義務付けられてお
り、毎年度多額の費用が必要となっている。自治体の負担を軽
減するよう、点検頻度や方法の見直しを行い、財政的支援につ
いても、更なる交付金の拡充や起債措置などの財政的支援を要
望する。

01
府中市

68 07
土木建築
局

６　その他の
要望

(4)　せら県民
公園の全体事
業計画の段階
的な整備

■せら県民公園の全体事業計画の段階的な整備
　せら県民公園（ふれあいの広場、自然生態の里の一部）開園
により、県民のやすらぎ拠点施設として利用いただいている
が、全体計画面積63haのうち整備されているのは27.2haであ
り、多くが山林のままである。
　昨年、整備したクロスカントリーコースで駅伝大会を実施す
るなど、駅伝の里としてのメイン会場の位置付けと共に有効活
用として山林内へのコース整備を要望する。
　中国横断自動車道尾道松江線が全線開通したことにより、新
たな人の流れが生まれ、この流れに対応するためにも、せら県
民公園の全体事業計画の段階的な整備を要望する。

07
世羅町

69 07
土木建築
局
【新規】

６　その他の
要望

(5)　社会資本
整備総合交付
金等の予算を
確保
【新規】

■道路整備にかかる社会資本整備総合交付金等の予算確保
　地方財政の厳しい状況が続く中、昨年の７月豪雨災害の影響
や、人口減少等に伴い税収も減少しており、基礎自治体のみで
の道路整備への対応充足は困難となっている。
　道路整備に必要な社会資本整備総合交付金等について、従来
以上の予算の確保を強く要望する。

07
世羅町
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

70 08
教育委員
会

１　教育施策
の推進と教育
関係者の確保
対策の充実

(1)　教職員体
制の充実

■教職員体制の充実
　臨時的任用者や非常勤講師については、関係教育事務所に支
援を受け、適正な配置に努めているが、欠補数に対応する人材
の確保に大変苦慮している。また、教科によっては極めて厳し
い状況も生起している。
　教職員の確保は全県的な課題であることから、校長が学校経
営に専念できる教職員体制の確保に向け、最大限尽力していた
だくとともに、県全体を把握している県教育委員会の支援は重
要であることから、今後も支援を継続していただくよう要望す
る。

01
府中市
03
庄原市

71 08
教育委員
会

１　教育施策
の推進と教育
関係者の確保
対策の充実

(2)　広島県立
加計高等学校
の活性化支援

■広島県立加計高等学校の活性化支援
　人口減少が著しい中山間地域にとって、将来の地域の担い手
となる人材育成は、重要な課題となっている。本町の県立加計
高等学校は、小規模ながらも地域の人材育成や活性化に大きく
貢献している。将来にわたって当校を存続することは、本町の
重要な課題である。
　高校の存続には、高校の教育環境、教育内容の充実化を図
り、生徒数を確保しなければならない。
　本町では、高校の教育環境の充実のために、生徒の全国募集
に対応する受入体制として、生徒寮を整備するとともに、寮の
運営費、生徒の生活費を負担するほか、進路対策支援やクラブ
活動の支援等を行っている。
　県においては、教育内容の充実化のために、教科習熟度向上
やクラブの競技力向上に対応する教職員の配置等の支援を要望
する。

05
安芸太田
町

--------
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令和２年度主要施策に関する要望事項一覧表

連
番

要望先 重点要望項目 項目 要望内容 市町名

72 09
警察本部

１　地域の安
全･安心を支え
る防犯体制の
充実及び施設
整備の推進

(1)　信号機等
交通安全施設
の整備促進

■信号機等交通安全施設の整備促進
　交通安全推進のため、地元からの要望や整備の必要性を考慮
いただき、要望信号機等交通安全施設の整備促進を要望する。

協議会提
案

73 09
警察本部

１　地域の安
全･安心を支え
る防犯体制の
充実及び施設
整備の推進

(2)　警察施設
の整備促進

■警察施設の整備促進
　安全で安心な地域づくりのため、防犯及び防災拠点となる警
察署、交番及び駐在所の果たす役割は非常に重要であり、少子
高齢化が急速に進む中、地域住民の警察機関に対する期待はま
すます大きいものとなっている。
　しかしながら、警察施設には老朽化したものが多いため、地
震等の災害発生時、警察活動に支障を生じさせることが懸念さ
れるほか、耐震化工事が実施された施設についても、バリアフ
リー化やトイレの改修等が実施されていない状況である。
　引き続き、社会情勢の変化や老朽状況等を踏まえつつ、安全
で機能性の高い警察施設への計画的な整備を要望する。

協議会提
案

--------

31



１．国　道

順
位

路線名 箇　　所 要望内容 市町 備　考

1 ４８６号 府中市父石町 早期整備 府中市 交通安全施設

2 ４８６号 府中市篠根町 整備要望 府中市 交通安全施設

3 ４３２号 府中市上下町矢野 整備要望 府中市

1 １８３号 三次市十日市中（三次拡幅） 早期整備 三次市

2 ３７５号 三次市日下町（引宇根工区） 早期整備 三次市

3 ３７５号 三次市十日市南 早期整備 三次市 交通安全施設

4 ３７５号 三次市三和町敷名 早期整備 三次市 交通安全施設

5 １８３号 三次市四拾貫町 早期整備 三次市 交通安全施設

1 ３１４号
庄原市東城町東城～下川西
（東城バイパス２工区）

早期整備 庄原市

2 １８３号 庄原市西城町平子 早期整備 庄原市 交通安全施設

3 ４３２号 庄原市総領町下領家 早期整備 庄原市 交通安全施設

4 ４３２号 庄原市川北町八幡 早期整備 庄原市 交通安全施設

5 １８３号 庄原市西城町奥名 早期整備 庄原市 交通安全施設

6 ４３２号 庄原市高野町新市 整備要望 庄原市

7 ４３２号 庄原市高野町下湯川 整備要望 庄原市

8 １８２号 庄原市東城町市街地（福代方面） 整備要望 庄原市

9 ４３２号 庄原市川北町（田の平・須川トンネル） 整備要望 庄原市

1 ４３３号 安芸高田市高宮町佐々部 整備要望 安芸高田市

1 １９１号 安芸太田町津浪 整備要望 安芸太田町 道路災害防除

2 １９１号 安芸太田町松原 早期整備 安芸太田町 最優先要望箇所

3 １９１号 安芸太田町坪野 早期整備 安芸太田町 道路災害防除

4 １８６号 安芸太田町下殿河内 整備要望 安芸太田町

5 １８６号 安芸太田町中筒賀 整備要望 安芸太田町 交通安全施設

令和２年度　国道・県道要望路線
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１．国　道

順
位

路線名 箇　　所 要望内容 市町 備　考

令和２年度　国道・県道要望路線

1 ４３３号 北広島町戸谷 早期整備 北広島町

2 １８６号 北広島町川小田 早期整備 北広島町 交通安全施設

3 １８６号
北広島町細見
（細見～県道都川中野線分かれ）

整備要望 北広島町 交通安全施設

4 ２６１号
北広島町有田
（浜田八重可部線交差点）

整備要望 北広島町 交差点改良

5 ４３３号 北広島町戸谷（堤） 整備要望 北広島町

6 １８６号 北広島町荒神原 整備要望 北広島町 交通安全施設

7 ４３３号
北広島町惣森
（(主)千代田八千代線分れ
　　　　　～町道惣森美土里線分れ）

整備要望 北広島町

1 ４３２号 世羅町賀茂 （賀茂バイパス） 早期整備 世羅町

1 １８２号 神石高原町油木工区、井関工区 早期整備 神石高原町 交通安全施設

※早期整備･･･「広島県道路整備計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っている路線
　整備要望･･･「広島県道路整備計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っていない路線
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２．主要地方道

順
位

路線名 箇　　所 要望内容 市町 備　考

1 府中松永線 府中市栗柄町～高木町 早期整備 府中市

2 府中松永線 府中市高木町 早期整備 府中市 (都)栗柄広谷線

4 府中上下線 府中市篠根町 早期整備 府中市 交通安全施設

5 府中上下線（井永） 府中市上下町井永 早期整備 府中市 道路災害防除

1 吉舎油木線 三次市甲奴町本郷 早期整備 三次市

2 世羅甲田線 三次市三和町上板木 早期整備 三次市 交通安全施設

3 甲山甲奴上市線 三次市甲奴町福田 早期整備 三次市 交通安全施設

4 三次庄原線 三次市三良坂町光清 早期整備 三次市 交通安全施設

5 庄原作木線 三次市君田町石原 早期整備 三次市 交通安全施設

1 西城比和線 庄原市比和町坊地 早期整備 庄原市 合併支援道路

2 庄原東城線 庄原市東城町下川西 早期整備 庄原市 合併支援道路

3 足立東城線 庄原市東城町長者山　 早期整備 庄原市

4 西城比和線 庄原市西城町黒谷上 早期整備 庄原市 合併支援道路

5 東城西城線 庄原市東城町下森、保田（２期） 整備要望 庄原市

6 甲山甲奴上市線 庄原市総領町上市～抜湯 整備要望 庄原市

7 庄原東城線 庄原市東城町雨連 整備要望 庄原市

1 広島三次線 安芸高田市向原町坂 早期整備 安芸高田市 交通安全施設

2 吉田邑南線
安芸高田市吉田町千川
～美土里町瀬木

整備要望 安芸高田市 交通安全施設

3 吉田邑南線 安芸高田市美土里町横田 早期整備 安芸高田市 交通安全施設

4 広島三次線 安芸高田市甲田町高田原 早期整備 安芸高田市 交通安全施設

1 千代田八千代線 北広島町畑 早期整備 北広島町

2 芸北大朝線 北広島町鳴滝 早期整備 北広島町

3 安佐豊平芸北線 北広島町柏尾～落合 整備要望 北広島町

4 浜田八重可部線 北広島町壬生 (千代田八千代線交差点) 整備要望 北広島町 交差点改良

令和２年度　国道・県道要望路線
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２．主要地方道

順
位

路線名 箇　　所 要望内容 市町 備　考

令和２年度　国道・県道要望路線

5 千代田八千代線 北広島町惣森 整備要望 北広島町

6 芸北大朝線 北広島町筏津 整備要望 北広島町

1 甲山甲奴上市線 世羅町赤屋 早期整備 世羅町

2 世羅甲田線 世羅町青水 早期整備 世羅町 交通安全施設

3 府中世羅三和線 世羅町下津田 （論田） 早期整備 世羅町

1 吉舎油木線
神石高原町長者原
（トンネル）

早期整備 神石高原町

2 芳井油木線 神石高原町上豊松 早期整備 神石高原町 合併支援道路

3 新市七曲西城線 神石高原町父木野 整備要望 神石高原町

※早期整備･･･「広島県道路整備計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っている路線
　整備要望･･･「広島県道路整備計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っていない路線
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３．県　道

順
位

路線名 箇　　所 要望内容 市町 備　考

1 木野山府中線 （川上工区） 府中市出口町 早期整備 府中市

2 木野山府中線 （出口工区） 府中市出口町 早期整備 府中市

3 府中停車場線 府中市元町 早期整備 府中市 交通安全施設

4 矢多田阿字線 府中市阿字町 早期整備 府中市

5 篠根高尾線 府中市河面町 整備要望 府中市 待避所設置

6 別迫上下線 府中市上下町国留 整備要望 府中市

7 新山府中線 府中市広谷町 整備要望 府中市 待避所設置

8 宇賀矢野線 府中市上下町矢多田 整備要望 府中市 橋梁架替

1 三次江津線 三次市粟屋町（祝橋） 早期整備 三次市 (都)巴橋粟屋線

2 新市三次線 三次市西河内町小谷 早期整備 三次市

3 宇賀安田線
三次市甲奴町宇賀品、
一宮谷～六ツ宗

整備要望 三次市

4 宇賀矢野線 三次市甲奴町宇賀 広石、小童 整備要望 三次市

5 三次江津線 三次市粟屋町荒瀬～安芸高田市境 整備要望 三次市

1 比婆山公園線 庄原市西城町上尺田 早期整備 庄原市

2 比婆山公園線 庄原市西城町上尺田～上 早期整備 庄原市

3 比婆山公園森脇線 庄原市西城町上尺田 早期整備 庄原市

4 下千鳥小奴可停車場線 庄原市東城町小奴可 早期整備 庄原市

5 新市三次線 庄原市口和町永田 早期整備 庄原市 交通安全施設

6 中領家庄原線 庄原市西本町 早期整備 庄原市 (都)高小路

7 中領家庄原線 庄原市総領町五箇 早期整備 庄原市

8 中領家庄原線 庄原市新庄町～東本町 早期整備 庄原市 交通安全施設

9 実留春田線 庄原市春田町野本工区 早期整備 庄原市

10 下千鳥小奴可停車場線 庄原市東城町内堀 整備要望 庄原市

11 道後山公園線 庄原市西城町三坂 整備要望 庄原市

12 比婆山公園森脇線 庄原市比和町越原 整備要望 庄原市

令和２年度　国道・県道要望路線
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３．県　道

順
位

路線名 箇　　所 要望内容 市町 備　考

令和２年度　国道・県道要望路線

1 原田吉田線 安芸高田市吉田町印内 早期整備 安芸高田市 合併支援道路

2 中北川根線 安芸高田市美土里町北 早期整備 安芸高田市 合併支援道路

3 船木上福田線 安芸高田市高宮町船木 早期整備 安芸高田市

4 三次江津線
安芸高田市高宮町
敷式、所木、信木、乙木

早期整備 安芸高田市

1 弁財天加計線 安芸太田町土居 早期整備 安芸太田町 最優先要望箇所

2 澄合豊平線 安芸太田町穴 整備要望 安芸太田町

3 上筒賀津浪線 安芸太田町田ノ尻 整備要望 安芸太田町

1 七曲千代田線 北広島町阿坂 早期整備 北広島町 交通安全施設

2 都志見千代田線 北広島町今田 整備要望 北広島町 交通安全施設

3 八幡雲耕線 北広島町雲耕 整備要望 北広島町

4 下石八重線 北広島町有間～春木 整備要望 北広島町

1 津口国兼線 世羅町津口～賀茂 早期整備 世羅町

2 宇賀安田線 世羅町安田 早期整備 世羅町

3 徳市津口線 世羅町黒渕 整備要望 世羅町

4 中安田田打線 世羅町重永～田打 整備要望 世羅町 交通安全施設

5 東上原中原線 世羅町川尻 整備要望 世羅町 交通安全施設

1 草木高光線 神石高原町高光 早期整備 神石高原町

2 三和油木線 神石高原町高蓋 早期整備 神石高原町

3 木割谷小吹線 神石高原町近田 早期整備 神石高原町

4 帝釈峡井関線 神石高原町小畠 早期整備 神石高原町 交通安全施設

5 小畠荒谷線 神石高原町桑木 早期整備 神石高原町

6 牧油木線 神石高原町油木 整備要望 神石高原町

※早期整備･･･「広島県道路整備計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っている路線
　整備要望･･･「広島県道路整備計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っていない路線

37



４．河川（砂防河川を除く）

順
位

河川名 市町 要望内容 場所等

1 一級河川　御調川 府中市 早期改修 府中市父石町～篠根町

1 一級河川　国兼川 三次市 早期改修 三次市和知町

2 一級河川　大谷川 三次市 早期改修 三次市畠敷町

3 一級河川　板木川 三次市 早期改修 三次市下志和地町

4 一級河川　片野川 三次市 早期改修 三次市吉舎町敷地

5 一級河川　馬洗川 三次市 整備要望 三次市吉舎町辻

1 一級河川　成羽川 庄原市 早期改修 庄原市東城町

2 一級河川　西城川 庄原市 早期改修 庄原市本町～宮内町

3 一級河川　国兼川 庄原市 早期改修 三次市向江田町～庄原市七塚町

4 一級河川　西城川 庄原市 早期改修 庄原市西城町

5 一級河川　成羽川 庄原市 整備要望 庄原市東城町小奴可

1 一級河川　大土川 安芸高田市 早期改修 安芸高田市甲田町高田原

2 一級河川　本村川 安芸高田市 早期改修 安芸高田市甲田町上甲立

3 一級河川　多治比川 安芸高田市 整備要望 安芸高田市吉田町多治比、吉田

4 一級河川　大又川 安芸高田市 早期改修 安芸高田市八千代町佐々井

5 一級河川　生田川 安芸高田市 整備要望 安芸高田市高宮町丸原、船木、佐々部

6 一級河川　山田川 安芸高田市 整備要望 安芸高田市甲田町小原

7 一級河川　油川 安芸高田市 整備要望 安芸高田市吉田町中馬

令和２年度　改修要望河川（砂防河川を除く）
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４．河川（砂防河川を除く）

順
位

河川名 市町 要望内容 場所等

令和２年度　改修要望河川（砂防河川を除く）

8 一級河川　見坂川 安芸高田市 早期改修 安芸高田市向原町長田

9 一級河川　今井谷川 安芸高田市 整備要望 安芸高田市甲田町下甲立

10 一級河川　戸島川 安芸高田市 早期改修 安芸高田市向原町戸島

11 一級河川　房後川 安芸高田市 整備要望 安芸高田市高宮町房後

12 一級河川　田草川 安芸高田市 整備要望 安芸高田市高宮町川根

1 一級河川　江の川 北広島町 早期改修 北広島町川戸

2 一級河川　江の川 北広島町 早期改修 北広島町大朝

3 一級河川　志路原川 北広島町 早期改修 北広島町春木

4 一級河川　小河内川 北広島町 早期改修 北広島町今吉田

5 一級河川　江の川 北広島町 整備要望 北広島町惣森

1 一級河川　芦田川 世羅町 整備要望 世羅町川尻

2 一級河川　芦田川 世羅町 整備要望 世羅町賀茂

3 一級河川　田打川 世羅町 整備要望 世羅町重永

4 一級河川　宇津戸川 世羅町 早期改修 世羅町宇津戸

5 一級河川　矢熊川 世羅町 整備要望 世羅町宇津戸

6 一級河川　美波羅川 世羅町 整備要望 世羅町黒川

1 一級河川　阿下川 神石高原町 早期改修 神石高原町阿下

※早期改修･･･「ひろしま川づくり実施計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所（完成・部分完成・継続）に入っている地区
　整備要望･･･「ひろしま川づくり実施計画2016」においてH32年度までの事業予定箇所（完成・部分完成・継続）に入っていない地区
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５．砂防指定地内河川

順
位

河川名 市町 要望内容 場所等

1
砂防指定地内河川
才田川

府中市 早期改修 府中市本山町

2
砂防指定地内河川
市場川

府中市 早期改修 府中市木野山町

3
砂防指定地内河川
大畔谷川

府中市 早期改修 府中市上下町上下

4
砂防指定地内河川
僧殿川

府中市 早期改修 府中市僧殿町

5
砂防指定地内河川
四日市川

府中市 早期改修 府中市栗柄町

6
砂防指定地内河川
宮ノ間川

府中市 早期改修 府中市河佐町

7
砂防指定地内河川
観音谷川

府中市 早期改修 府中市広谷町

1
砂防指定地内河川
便坂川

三次市 早期改修 三次市作木町上作木

2
砂防指定地内河川
中ノ村川４号

三次市 早期改修 三次市粟屋町中ノ村

3
砂防指定地内河川
日南川

三次市 早期改修 三次市三良坂町日南

4
砂防指定地内河川
寺戸下川

三次市 早期改修 三次市三次町寺戸

5
砂防指定地内河川
常清滝川

三次市 早期改修 三次市作木町下作木

6
砂防指定地内河川
桜谷川

三次市 早期改修 三次市吉舎町吉舎

7
砂防指定地内河川
西野下奥谷川

三次市 早期改修 三次市甲奴町西野下

8
砂防指定地内河川
奥谷川

三次市 早期改修 三次市三和町敷名

9
砂防指定地内河川
天楽川１号

三次市 早期改修 三次市作木町下作木

10
砂防指定地内河川
鍋屋谷川

三次市 早期改修 三次市粟屋町中ノ村

11
砂防指定地内河川
川東川２号

三次市 早期改修 三次市君田町藤兼

12
砂防指定地内河川
恵木谷川２０６隣

三次市 早期改修 三次市畠敷町

13
砂防指定地内河川
中ノ村川１号

三次市 整備要望 三次市粟屋町中ノ村

令和２年度　改修要望　砂防指定地内河川
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５．砂防指定地内河川

順
位

河川名 市町 要望内容 場所等

令和２年度　改修要望　砂防指定地内河川

1
砂防指定地内河川
市場川

庄原市 早期改修 庄原市高町

2
砂防指定地内河川
大内谷川

庄原市 早期改修 庄原市濁川町

3
砂防指定地内河川
大津恵川

庄原市 早期改修 庄原市川北町

4
砂防指定地内河川
下領家右下谷①

庄原市 早期改修 庄原市総領町

5
砂防指定地内河川
神宮寺川

庄原市 早期改修 庄原市口和町

6
砂防指定地内河川
学恩寺川

庄原市 早期改修 庄原市東城町

7
砂防指定地内河川
宮奥谷川

庄原市 早期改修 庄原市比和町

8
砂防指定地内河川
高橋川

庄原市 早期改修 庄原市高町

1
砂防指定地内河川
外掘川

安芸高田市 整備要望 安芸高田市吉田町外掘

2
砂防指定地内河川
小原川

安芸高田市 早期改修 安芸高田市吉田町入江

3
砂防指定地内河川
平林川

安芸高田市 早期改修 安芸高田市向原町坂

1
砂防指定地内河川
板ヶ谷川

安芸太田町 早期改修 安芸太田町板ヶ谷

2
砂防指定地内河川
宇佐谷川

安芸太田町 早期改修 安芸太田町坪野

3
砂防指定地内河川
小僧津川

安芸太田町 早期改修 安芸太田町昌原

4
砂防指定地内河川
青ヶ迫川

安芸太田町 早期改修 安芸太田町上殿

5
砂防指定地内河川
坪野川

安芸太田町 早期改修 安芸太田町坪野

1
砂防指定地内河川
伊勢坊谷川

北広島町 早期改修 北広島町新光

2
砂防指定地内河川
上峠川

北広島町 早期改修 北広島町移原

3
砂防指定地内河川
海見山川

北広島町 早期改修 北広島町本地

4
砂防指定地内河川
火の山川

北広島町 早期改修 北広島町中山

※早期改修･･･「ひろしま砂防アクションプラン2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っている地区
　整備要望･･･「ひろしま砂防アクションプラン2016」においてH32年度までの事業予定箇所に入っていない地区
　　　　　　　ただし，プランに入っていない地区でも単独事業等で整備中の箇所は「早期改修」としている。
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